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「あ～ぁ、稼ぎのいい仕事ってないかしら……」

　淑女らしからぬボヤキは、もはや口癖になっている。日に焼け艶のないくすんだ薄茶の髪をかきむしり、何度検算しても黒字にはならない帳簿を眺め、フィオリーナは頭を抱えた。

　ほんの十数年ほど前、祖父が領地経営をしていた頃。絵画と骨董で美しく飾られたストラーニ伯爵フィネッティ家のホールには朝早くから御用聞きの商人と仕立屋が列を成し、午後になれば多くの使用人たちが溢れんばかりの生花を忙しなく飾り付けていた。金彩ガラスの大きなシャンデリアは真昼の太陽のように輝き、毎夜のようにパーティーが開かれ、一晩中楽団の華やかな演奏と紳士淑女たちの談笑が響き渡っている。それはそれは豪奢で一日中賑々しいホールだった。

　それが今はどうだろう。色鮮やかだった壁布クロスは所々剥げ、所狭しと掛けられていた絵画はほとんどなく、日焼け跡だけを残して退色している。生花は高価な花器ごと姿を消し、眩しいほどに灯されていた大きなシャンデリアは売られ、小さなランプが足元を薄暗く照らす程度。閑散としたホールを彩るのは、誰も買い取らなかったやたらと美化された祖父の肖像画だけ。

　豊かでも貧しくもない歴史ばかりが古い地方領主のストラーニ伯爵家が、投資の成功によって祖父の一代だけで王国でも指折りの豊かな領主となり、そして投資の失敗によって父の一代だけで王国でも最も貧しい領主となった。

　ストラーニ伯爵家が最も華やいでいた頃に幼少期を過ごし、あっという間に転落し貧しくなった少女時代の日々を経て現在適齢期となったフィオリーナは、我が家の没落にヨヨヨと泣いて我が身の不運を嘆く貴族令嬢らしい情緒が残念ながら育たなかった。人はいいが経済センスが壊滅的な父に代わり年老いた執事の助けを受け領地運営をし、引退寸前のメイドと助け合い家事をこなし、庭の草むしりで日に焼けそばかすだらけの鼻の頭を撫でながら毎月収支とにらめっこしてやりくりし毎日を過ごしている。

　そんなフィオリーナにとって婚姻相手に望むことは、安定収入と平穏な暮らしのただ二つ。夢もへったくれもないことだが、フィオリーナが年頃の娘らしい夢を抱いていないことは、ストラーニ伯爵家にとってある種の救いになっていた。

　家族と領の統治の為に獅子奮迅の働きのフィオリーナであったが、現状維持が精一杯というのが現実である。

「とにかく収入を増やさないことには……。このままじゃ、ジャンルカの学費すら払えないわ……」

　ストラーニ伯が激しく没落していく過程で育った弟のジャンルカは、貴族らしい暮らしを何ひとつ経験しないまま、もうすぐ学校に入る歳となる。貴族の子弟が集まる寄宿舎で、せめて周りから蔑まれずに済む程度には身の回りの物を揃えてやりたいが、金銭に関しては絶望的に才覚のない善人過ぎる父と世間知らずでお人好しの母が、差し迫った期日までにどうにかできるとも思っていない。貧しい時しか知らぬ年の離れた弟に、これ以上苦労をかけたくはない。

「若い娘でも、すぐにお金になる事、か……。貧しいとは言え、伯爵令嬢が手を染めちゃいけない部類の職業しか思いつかないわね……」

　幼い頃より我が家の現状を理解して我がままひとつ言わない賢く不憫な弟の為なら何でもしてやりたいが、思い切りよく何でもしてしまうとかえって弟の為にならない。ジャンルカが後ろ指さされない程度には節度を保った資金繰りを！　となると、打つ手は限られてくる。

　フィオリーナの発案で、父には子供の名付けや祝い状などを有償提供し、正統派お嬢様だった母にはベビーグッズに得意の刺繍で名前を施して裕福な商人に売りつけている。歴史ある伯爵家が孫や子供の誕生や節目を祝ってくれるとあって、なかなかに好評でそれなりに金額は付いている。フィオリーナも暇を見つけて豪農の帳簿付けや国への申請書の代筆などで細かく稼いでいるが、所詮小遣い程度。特殊技能があるわけでもない没落貴族の若い娘が稼げる額などたかが知れている。

　フィオリーナ自ら祖父の遺した経営ノートなどを読んで事業の勉強をしているが、あまりの資金のなさに何事かしようにもできない。本格的な金策まで辿り着けぬまま、万策も尽きた感がある。

「あ～ぁ、どこからともなくお金になる話が転がり込んでこないかしら」

　そうしてまた帳簿を睨み、フィオリーナは本日何度目かのため息をつくのであった。






　そんな中、王室よりフィオリーナ宛ての手紙が届いた。手触りのいい上質な封筒に押された王室の封蝋をしげしげと見つめ、フィオリーナは首を傾げる。毎年恒例の舞踏会の誘いだろうか？　貧しいながらに何とか伯爵令嬢としての体裁を整えて王室主催の舞踏会でデビューして以来、まったくパーティーの類には顔を出していないフィオリーナにも、王室は毎年春と秋の二度招待状を送ってくれる。王室側もストラーニ伯爵の惨状は関知しているだろうが、どんな状況であれ爵位持ちの体面への気遣いと配慮という事だろう。一応のお誘いであると理解しつつ、こちらも礼を尽くして辞退する。貴族社会は形式こそが重要なのだ。

「まったく……有り難迷惑ってこのことだわ……。辞退の手紙もタダじゃないのよ」

　大きな借金がないという事だけが救いの財政状況である息も絶え絶えのストラーニ伯フィネッティ家も、王室は歴史ある伯爵家として扱ってくれることはありがたいのだが、如何せん王室に辞退を伝える礼状をその辺にある紙に書きつけて使いまわしの封筒に入れて送るわけにもいかない。それなりの便箋と封筒を用意せねばと、予定外の出費にフィオリーナの目つきも険しくなってしまう。

　すでに春先に舞踏会の招待状が届き、丁重に辞退の手紙を出していたはずなのに、秋になる前に二回目を送り付けるとは嫌がらせか？　むぅっと眉を歪め改めて手紙の封を切れば、中から出てきたのは舞踏会の招待状ではなく、意外なものだった。

「……は？　王女付き侍女採用のお知らせ？」

　予想外の内容にフィオリーナの眉間の谷間は深くなる。

　王族付きの侍女は王室内のしきたりや作法を覚え実践しつつ、日々王族の要求に応えるため、忠誠心厚く健康で高い教養と礼儀作法と会話術を持つ、見目の麗しい女性しかなれない。しかし王族の近辺に仕えるということで、安全面を考慮ししっかりとした身元保証が必要となるため、自ずと貴族や大商人たちの娘でないと王族付き侍女にはなれない。貴族の未婚女子にとって王族の侍女となることは、最高のステータスであると同時に、最高峰の花嫁修業の場であり、王族と近しく仕事をすることのできる未婚のエリートたちや王族自身の目に留まり玉の輿に乗るチャンスでもある。

「私、侍女に志願した覚えはないけれど……お父様かお母様が応募したのかしら？」

　父母がフィオリーナに黙って勝手に応募していたとして、そうやすやすと侍女採用となるだろうか？

　貴族や大商人の父兄らは自分の娘を王族付き侍女にしようと、王宮内の侍女採用に係る有力者へのご機嫌伺いや季節ごとの贈り物を欠かさないと聞く。フィオリーナの祖父が羽振りよくしていた頃ならばまだしも、現在のストラーニ伯爵家に付け届けをする余裕などない。

　もしかして、どこぞの裕福なご令嬢と間違って送付したのでは？　封筒の宛名と内容をよくよく見ても、一貫してストラーニ伯爵令嬢フィオリーナ・テレーザ・フィネッティへ宛てたものとなっている。どうやら間違いではないらしいが、疑問はますます深まるばかりだ。

　フィオリーナは改めて便箋二枚にわたる採用通知を読んでみた。当たり障りないながらも丁寧な挨拶から始まり、フィオリーナが担当する予定の仕事の大まかな説明があった。弟ジャンルカと同じ年頃というアニエッラ王女の話し相手をしながら簡単な身の回りの世話をすることが主な仕事で、これといった実務経験や技能は必要ない。

　フムフム、今回の採用は実務的な侍女としてではなく、少し年上のお姉さん的な乳母に近い立ち位置の遊び相手が欲しいということか。――フィオリーナなりの解釈で理解し読み進めていく。言い方は悪いが誰にでもできそうな仕事だ。王族と親しく話せることは名誉かもしれないが、今のフィオリーナに必要なのは名誉や栄誉ではなく「金」だ。

　名誉だなんだって言っても、花嫁修業の手習いみたいなものよね。金になりそうな仕事でないなら、私にはまったく不要な話だわ。ちゃちゃっと断りの返事書いておかないと……。以前使った便箋の残りはどこかになかっただろうか？　頭の片隅で考えながらパラリと便箋を捲り、待遇の書かれた二枚目へ。

「……な……なんです……って？　侍女の給金って、こんなにすごいの!?」

　便箋を握る手に力が入り、上質な紙に皺が寄った。行儀悪くガタンと椅子を鳴らし立ち上がり、フィオリーナは乱暴に扉を開けるとスカートを跳ね上げ、暴れ馬のような勢いで廊下を駆けていった。






　心配する父母を説得し、「僕の進学費用の為に、姉さまが遠くに行かなくてはならないの？　僕のせいで……！」と自責で涙ぐむ弟を宥めすかせ、引退寸前のメイドに頼みこんで引退をさらに引き延ばし、老執事にくれぐれもと後事を託して王都へやってきた。当初、王都への旅費すら捻出が難しく諦めかけたが、恥を忍んで給金の前借を問い合わせたら、「え？　こんなに？」と引くほどの支度金が送金された。潤沢な支度金で最低限の旅装を整え、安い乗合馬車で王都まで移動し、一区間だけ二頭立ての馬車を用意して、さも故郷からこの馬車で移動していたような態で王宮の門前に乗りつける。旅費の節約によって支度金は随分と余ったが、この先何があるかわからないので留保しておく。けして着服ではない。

　途中、採用通知に誤記載があるからと担当部署の変更を打診されたが、まぁまぁな紆余曲折の末、フィオリーナは採用通知通り無事にアニエッラ王女の担当が主な仕事となった。

　王族付き侍女となったフィオリーナには質素とは言え個室が与えられ、食事は三食とも用意される。もちろん費用負担はない。惜しむべきは侍女にはメイドと違ってお仕着せや制服がない。それぞれ自前でドレスを用意しなければならず、その出費が痛いところだが、侍女を取り締まる女官曰く「あまり華美でないものが望ましい」だ。清潔感があればシンプルすぎるドレスを着ていても問題はない。フィオリーナは自分に都合のいい規則には大いに従順である。

　提示された給金ならば諸経費を除いても、四年ほど働けば弟の学費を賄える計算だ。

　まさに順風満帆！　と言いたいところだったが、そううまくいかないのが世間である。真っ白なシャツにぽつりと落ちたインクの染みとも言うべき大きな問題に、フィオリーナは頭を痛めている。






　清潔感はあるものの地味なドレスを身に纏いティーセットを載せたワゴンを押しながら、フィオリーナは澄ました顔で王宮の廊下を静かに歩いていく。

　西棟の突き当たりにあるアニエッラ王女の部屋の扉を叩いた。すぐに扉が開き、先輩侍女が顔を出す。

「ワゴンはそこに置いて、とっとと戻りなさい」

　それだけ言うと、空のワゴンをフィオリーナに押し付けてまた扉が閉まる。

　フィオリーナは王女の担当になって一カ月経つが、いまだにアニエッラの顔すら見たことがない。

　アニエッラの担当侍女は貴族ならば誰もが知る大貴族ビスカルディーニ侯爵家の娘であるデメトリアを筆頭にして十数人おり、当たり前だがその全員が権勢を誇る家柄の娘たちばかり。

　デメトリアと先輩侍女たちは陰に日向にと、とてもわかりやすくフィオリーナを無視し、居ないものとして扱ってくる。先輩侍女たちは名誉ある自分たちの職場に没落伯爵家の娘が入り込んだことを大変憂慮されていたようで、挨拶の言葉はなくとも「あなたのような方、ここには相応しくありません。早く実家にお帰りになったら？」等のお言葉だけは丁寧にかけてくださっている。

　賤しいフィオリーナが王族の側近くに控えることはよろしくない、というデメトリアたちの方針のもと、フィオリーナは通常ならばメイドが用意し運んでくるワゴンを改めて運ぶだけという、あってないような仕事をする侍女となっているわけだ。

「……まぁ、別にかまわないけど」

　しかし残念ながら、フィオリーナには侍女らしい仕事を与えられないことや無視されることに傷つくという、繊細な情緒を持ち合わせていない。仕事をせずにぼーっとしてるだけで給金が貰える！　デメトリアたちに合わせたお付き合いをしなくて済むから出費が抑えられる！　と前向きすぎる感想しかなかった。

　このワゴンを返したら、夕食まで仕事はない。次のワゴンを運ぶ時間まで昼寝でもしてようかしら？　ホクホクと笑顔でワゴンを押して廊下を進むと、ひとりの男が待ち構えていた。

　彼はフィオリーナの顔を見るなり満面の笑みを浮かべ、猫のように優雅にゆっくり歩み寄ってくる。

「あぁ、フィオ、待ちくたびれたよ」

　艶やかな黒髪に、玲瓏な容貌。目尻を下げ優しく微笑むことで整いすぎた顔は甘やかな色を帯び、瞳は金色を帯びたペリドットが輝いている。精緻な美貌ながら目尻を下げて優しく微笑むと甘さが際立ち、見る者の心を蕩けさせる。その一挙手一投足を見ては王宮中の女子たちが頬を染めため息を漏らすという、彼の登場にフィオリーナは口をへの字に曲げた。

「――ウェッ」

　噛み殺せず漏れてしまったフィオリーナの正直な声に、男は肩を竦めてみせる。

「おやおやひどいな。かわいい君の様子を見にきただけの善良な男だというのに、そう嫌われてしまうとは……僕は悲しいよ。ともあれ――ごきげんよう、フィオ」

　先程の「ウェッ」をごまかすべく、フィオリーナは嫌味な程丁寧に臣下の礼を取る。

「エルネスト王子殿下におかれましては、ご機嫌麗しく何よりでございます」

　嫌味な慇懃な挨拶に、エルネストは「ハハハ」と軽快な声を上げ笑うと、フィオリーナに微笑みかけた。

「そんな他人行儀な挨拶はよしておくれ。僕とフィオはもっと近しく親しい間柄だろ？」

　さりげなく愛称で呼ぶエルネストの軽口に、フィオリーナの眉間に刻まれた皺がより一層深くなる。

「いえ、私は末席とは言えエルネスト殿下の臣下であります。臣下としての礼節ある距離かと……」

　フィオリーナの礼儀正しい拒絶にも、エルネストはニコニコと女子たちが蕩けてしまう甘い笑みを惜しげもなく振りまいた。

「もう、臣下だなんて冷たいなぁ。僕はフィオに運命を感じているというのに……いつになったら、この気持ちがフィオへ届くのだろうね」

「はぁ……それはどうも……」

　妹の部屋の側でも堂々と女を口説く。清々しいほどのタラシの態度にフィオリーナの表情は無になる。あまりにも情操教育に悪い兄である。

　第二王子であるエルネスト・ラウロ・ベルルーティはいい意味でも悪い意味でも、目立つ王子であった。美しすぎる容姿と人懐っこい性格に爽やかな弁舌。人に愛される要素をすべて持ち合わせた彼には信奉者も多い。すでに譲位の日取りまで決まっている兄王子との仲も良好で忠誠心も高い。王家にありがちな兄弟での権力争いとも縁遠い穏やかさも彼の魅力のひとつであろう。

　しかし、人誑しがすぎてエルネストの周囲では絶えず彼を巡る鞘当てが起こってしまう。彼の美しい笑顔と優しい言葉に舞い上がった女子たちは、勝手に恋の気配を感じ取り逆上せあがり、そして同じようにエルネストへ恋をする女子たちと諍いを起こす。笑顔と軽口で修羅場を量産する、迷惑極まりない男である。因みに先輩侍女筆頭であるデメトリアもエルネストに甚くご執心で、彼の侍女になりたくて王宮侍女になった、とまことしやかに噂されている。

　そんなこの国一番のモテ男であるエルネストがフィオリーナを気にかけるものだから始末が悪い。

　デメトリアたちだけではなく王宮を訪れる客人の貴婦人たちからまで、フィオリーナに対する当たりがキツイ。なにか文句を付ける粗相はないかと注視され、粗があれば激しく叱責、無ければ無いでかわいげがないとお叱りを受け……。「申し訳ございません」とその都度殊勝な顔で謝罪しているフィオリーナにはあまり響いていないが、とにかく目の敵にされて、疲れることこの上ない。

　侍女採用通知を握り締めノコノコ王宮までやってきたが、王族付き侍女として活躍し立身出世するためでもなく、玉の輿のお相手を探すためでもない。あくまでも高額な報酬が目当てのフィオリーナにとって、厄介ごとを振りまくエルネストに懐かれることなど論外。フィオリーナを悩ませる大問題、いや、もはや災害レベルである。

　フィオリーナは頭痛の種である見目麗しく高貴な血筋の男を見つめ、気付かれぬようにため息をつく。――高い給金だもの、それなりに大変な仕事も含まれるのも仕方ないってことか……諦念の境地のフィオリーナの心を知ってか知らずか、エルネストはニコニコと笑いかける。

「お待ちになるようお願いした記憶はございませんが」

　けんもほろろな冷たい態度にもエルネストはどこ吹く風、フィオリーナの手からワゴンをするりと奪い、押していってしまう。

「あ、ちょっと！　ワゴン、返してください！」

　慌てて追いかけると、エルネストは足を速め、王宮の廊下を軽やかに進んでいく。背が高く足も長いエルネストの小走りに追いすがるフィオリーナは、ほぼ全力疾走。いつもの無表情を崩し、必死の形相で自分を追うフィオリーナの姿を見て、彼は楽しそうに笑っていた。

　傍から見れば「第二王子にワゴンを曳かせるとんでもない侍女」となってしまうが、エルネストの楽しすぎる笑顔に、年配の女官や侍従たちは「大変な子守り、ご苦労です」とフィオリーナへ憐みの視線を向けるだけで、エルネストを咎めようともしない。

　そうやって甘やかすから！　いい歳して廊下で追いかけっこを強要するちゃらんぽらんな王子になっちゃったんでしょうに！　エルネストの養育に関わった人々を呪いながら、フィオリーナは鬼の形相でエルネストを追いかけた。

「フィオが僕を追いかけまわしてくれるなんて、夢のようだよ」

「くだらないこと言ってないで、おとなしくワゴン、返して！」

　必死がすぎて、敬語といつも被っている猫はとっくにかなぐり捨てている。フィオリーナの荒い口調にエルネストは満足したのか、歩を緩め止まった。やっと追いかけっこに飽きてくれたか。やれやれと胸をなでおろすフィオリーナを横目に、エルネストはニヤリと笑って居室の扉を開けた。

「さぁ、フィオ、入って」

　うまいこと誘導され、いつの間にか第二王子の居室前に到着していたフィオリーナは、苦々しくエルネストを睨む。

　今回はワゴンを人質に取られての追い駆けっこ、前回は部屋に入り込んだ蝶を追い払えと無理やり引きずり込まれ、その前はカーテンのタッセルを結び直せと以下略。

　目の前で微笑むエルネストは、折を見て待ち伏せしては毎度毎度くだらない理由をつけてフィオリーナを強引に自室へ連れ込んでは、してやったりといった表情で喜んでいる。

「私はこの王宮で働く侍女です。こんな意味不明な駆けっこをせずとも、普通にお呼びくだされば仕事としてエルネスト様のお部屋まで伺いますから！」

　無駄なことに体力を使わせるな！　言外に怒りを込め、半ば抗議にも近い申し出をすると、エルネストは片眉を上げて意地悪く口を歪める。

「そんなこと言っても、普通に君を呼んでも僕のところには来てくれないだろ？」

「そ、そんなことは……まぁ、その……」

　エルネストの言葉にフィオリーナは頬を引きつらせ、言葉を探す。確かに、エルネストに呼び出しを受けても彼のもとにフィオリーナが駆けつけることはまずない。

　フィオリーナは彼を避けているが、自分の心情で命令を放棄するような出処進退をかけるほどの情熱をもってエルネストを嫌っているわけではない。お金の為ならばフィオリーナは嫌々渋々であってもちゃんと仕事はこなす。

　では何故なにゆえエルネストの呼び出しにフィオリーナが従わないのか？　答えは簡単、エルネストのオーダーがフィオリーナのもとまで届かないのだ。

　そもそもエルネストには専属の侍女が付いていない。専属となった侍女たちは、見目が良く物腰柔らかな第二王子のそば近く過ごすうちに、彼への私的な感情で仕事ができなくなってしまう、なんてことが何度もあったためだ。しかし、デメトリアだけではなく第二王子専属になりたい侍女たちは後を絶たない。何とかして彼の目に留まり、空席となっている第二王子専属侍女の座に就き、ゆくゆくは特別親密な関係になりたいと狙っているのだから。

　そんな中、ぽっと出の後ろ盾もあやふやな新人侍女のフィオリーナにエルネストからのオーダーが入ったとしても……。「フィオリーナは手が離せない別の仕事がありましたのでぇ、私が参りましたぁ」と、手違いが度々で起こってしまうわけだ。

　はっきりと「他の侍女の横暴が原因です」と言ってしまってもよいが、何かと波風が立つ。くだらない理由とは言え、主君である王族の命令を私欲の為に捻じ曲げていると断じられれば不敬罪にもとられかねない。軽く告げ口をしたくらいでそんな大事になるくらいなら、うやむやにして黙っていたほうが楽というものだ。

「多くの人間がいると、いろいろと何やらがありまして……これでも私もなかなかに忙しく……申し訳ございません」

　お茶を濁してフィオリーナが愛想笑いをすると、エルネストは鼻を鳴らして苦く笑う。

「フィオがそう言うなら、そういうことにしておくよ。――まぁ、こうやって直接連れてきてしまえば、誰も邪魔はしないわけだしね」

「……次回からはもう少し穏便で無駄な労力のない、合理的な方法にしていただけませんか？」

「考慮しておくよ」

　フィオリーナの苦情など気にする様子もなく、エルネストは彼女の手をさりげなく取ると、部屋の奥へ優雅にエスコートする。

　部屋の奥の窓際には小さなティーテーブルが置かれ、机上にはチェスの盤が置かれている。エルネストは白駒の席にフィオリーナを座らせると、自分は向かいの黒駒の席に着いた。

「さぁ、今日は前回のように勝ち逃げさせないからね。覚悟しておくれ」

　チェス盤の前でやる気満々のエルネストの表情を見て、フィオリーナは今日何度目かのため息をつき、渋々白駒に手を伸ばした。






　安易な気持ちで履歴書の特技欄に「チェス」と書いたため、エルネストはフィオリーナにチェスの相手をさせたがる。当初はフィオリーナも侍女という立場なので、適度に接戦にして最後はエルネストを勝たせ、手っ取り早く満足してもらえるよう努力していた。――が、すぐに手抜きを気付かれてしまった。

「あのね、フィオは僕がチェスに負けたらかんしゃくを起こす子供だと思っているのかな？　そういうの、とても失礼だよ」

　フィオリーナはエルネストに二時間ほどネチネチと説教され、妙な気を遣って時間短縮を狙うと余計に時間を浪費することを学習し、それ以降は全力で勝ちを取りに行っている。

　先手のフィオリーナは奇をてらわず定跡から始め、エルネストの出方と癖を見ながらじわりじわりと攻め込んでいく。エルネストの攻め筋もよかったが、あと一歩のところでフィオリーナに及ばない。

「クィーンをｆ６へ」

「むむ、ナイトをｆ６だ」

「それではビショップをｅ７で、チェックメイト、です」

「うぅ～～っ、また負けた！　今回はいい線いったと思ったのだけどな……序盤のクィーンｈ４をキングｆ１で躱されていなければ、攻め切れていたのに……敵ながら素晴らしい手だな」

「お褒めに預かり光栄です。それでは対局も終わりましたので、私はこれにて失礼を……」

　サッと席を立ち、とっとと辞去しようとするも、すかさずエルネストに腕を掴まれる。

「だから、勝ち逃げは許さないって言ったよね？　さぁ、次の対局だ！　次こそ勝つぞ！」

　聞き分けの悪い二十四歳成人男性のしつこさに、盤上のようには巧く逃げられない。

「そろそろエルネスト様の夕食のお時間ですし、切り上げさせてください」

　フィオリーナが眉間の皺を深くして懇願するも、エルネストは何食わぬ顔でベルに手を伸ばす。

「なぁに、気にすることないさ、フィオも僕と一緒に食事を取るといい。この部屋に運ばせよう」

「いや、そういう意味じゃなくて、私には侍女の仕事がまだあって、ですね」

「僕の世話より大事な仕事があるのかい？　他の者にあたらせよう」

　ガラスのベルを振り執事を呼び寄せると、フィオリーナの食事と仕事の都合をつけるよう手短に指示を出す。執事も慣れたもので、何の質問も挟まず「承りました」とだけ答えて辞去していった。

　あぁ……そうも簡単に承らないで……私を置いていかないで……。生真面目そうなエルネストの執事の背中を見送り、フィオリーナはがっくりと肩を落とす。

　第二王子の部屋でチェスの対局、追加対局の為に時間延長、途中夕食の時間となったため一緒に食事、の一連の流れはこの一カ月で何度目だろう。いつもなんやかんやと退室を引き延ばされ、就寝予定時刻ギリギリまで拘束されている。こんなに拘束時間の長い用事をちょくちょく入れられると、楽して稼げる侍女ライフの旨味がなくなってしまう。

「～～チッ」

　再びゲームに引き戻されたフィオリーナは隠すことなく舌打ちする。エルネストの前では猫を被っていても意味がない。フィオリーナは本来の勝ち気で逞しすぎる本性を露わにし、乾く唇をぺろりと舐めた。完璧な対局で大満足させて、今日のところはもういいですって言わせてやるわよ！　意気込みを新たに駒を並べ直し、睨みつけるようにして不敵に笑った。

「さて、今度はどのような戦法で？　夕食のセッティングがありますので、それまでに打ち負かせてしまってもよろしいでしょうか？」

「おやおや、大きく出たねぇ。悔し涙で食事が塩辛くなってしまわないよう、シェフに塩は控えめにってお願いしておくかい？」

　いろいろな意味で闘志漲るフィオリーナの表情を、エルネストは満面の笑みを浮かべ見つめていた。






　次の対局も白熱し、ギリギリのせめぎ合いの末にフィオリーナの辛勝でゲームを終えたが、その頃にはすでに夕食は美しくセッティングされていた。侍女として目配りや時間管理が足りていなかったことを恥じ執事に謝罪したが、途中から対局を観戦していた執事は「後で棋譜をお願いします」と耳打ちして鷹揚に笑うだけだった。

「さぁ、感想戦をしながら食事をしよう。今日はフィオの好きな鴨肉もあるよ」

　エルネストと同じ卓には当然のようにフィオリーナの分のディナーも並べられている。いくら本人の命令とは言え、第二王子であるエルネストの居室で彼の執事にサーブされながら食事をするのは、いつものこととは言え気まずい。フィオリーナは微妙な表情でエルネストに促され席に着いた。

　あれこれ考えてもすでに用意された料理、今更断っても角が立つ。フィオリーナは気まずさを押し殺し、楚々と遠慮しながらも鴨肉のローストにナイフを入れた。鴨肉の断面は見事な程に綺麗なピンクで、グッと噛めば口中に旨味を閉じ込めた肉汁が溢れる。あまりの美味しさにフィオリーナのすまし顔も蕩けてしまう。

「かも、ぉいひぃ……」

　執事の手前、猫を被っていたフィオリーナだったが、ニコニコとだらしない笑顔で鴨肉を頬張っていては被っていた猫も台無しだ。無防備な笑顔で鴨肉を食べるフィオリーナに、エルネストは幸せそうに微笑み、ワインを傾ける。

「フィオは本当に面白いな。見ていて飽きない」

「……面白がっていただかなくとも、結構です」

　女子に対して「面白い」は誉め言葉として受け取られることは少ない。ムッとしてフィオリーナが言い返すと、エルネストはますます笑う。

「そうは言っても、面白いものは面白いのだから仕方がない。君みたいに興味深い子、なかなかいないからね」

　そう言うとエルネストは笑顔のまま目を細め、フィオリーナの瞳をじっと見つめる。

「フィオは本気にしていないみたいだけど、僕は結構本気でフィオに興味がある。君の魅力にやられて夢中だからね。ひとりの女の子にこれほど翻弄させられるなんて思ってもみなかったよ。フィオ、君って罪作りな子だね」

　美しい顔に妖しい笑みを浮かべ、秘め事でも告げるように声を潜め囁く。煌めくペリドットの瞳と甘く低い声に、フィオリーナの心臓は我知らずドクドクと跳ねてしまう。

　エルネストは顔がいい。フィオリーナも美形男子は嫌いではない。美形の王子様に囁かれて、少々ときめいてしまったことは否定しない。しかし彼が言っていることを要約すれば「珍獣とのふれあい希望」なのだ。そう気付くと途端に冷静になった。

「えぇ、私も罪作りな侍女です。突発的に入った第二王子のお世話が時間までに終えられず、予定していた仕事がこなせずに周りの方にご迷惑をかけてしまい……まったく罪な事です」

　言外に「お前のせいで予定狂って評価が落ちる」と嫌味を含めて返答すると、エルネストは声を上げ笑いだす。

「ハハハハハ、フィオはかわいいなぁ」

　今の文脈でどうなったら「かわいい」になるのか。謎すぎて、フィオリーナの表情が無になる。何を言ってるの？　私の話聞いてた？　嫌味わかりにくかった？　疑問と理解不能さでいっぱいで、不思議なものでも見るようにエルネストの顔を見ていた。

　エルネストは綺麗な微笑みのまま、フィオリーナを見つめ返し肩を竦めた。

「ねぇ、フィオはどんな男がタイプなの？」

「どんな男って言われても……そうですね、堅実な人がいいです。なるべくお金持ちならありがたいですが、収入が安定しているなら問題ないです」

「そうなの？　僕も王子なんてやってるからそこそこお金持ちだし、収入も安定してるよ。僕もフィオのタイプの範囲内だね」

「……そうですね、範囲内かもしれませんが……」

「じゃあ、フィオのタイプは僕ってことにしない？　僕はフィオのこと好きだし、フィオも僕のことタイプなら、このまま付き合っちゃおうよ」

「オホホホ、ご冗談を……王子サマとお付き合いなんてとんでもない。王子サマとお付き合い経験のある女なんて、周囲の男性に引かれてしまいますよ。その後の人生潰し利かないじゃないですか」

「え～～!?　なんでぇ～～？　その後なんて言わずに、ずっと僕と一緒にいればいいでしょ!?」

「またまた、お戯れを……」

　乾いた笑い声を漏らしフィオリーナが胡乱な視線を向けていると、エルネストは微笑みの色をわずかに変えた。いつもの軽やかな明るい色が消え、彼の美貌に暗い色を差す。

「フィオは面白くてかわいくて、大好きだよ。……ねぇ、本当に以前会ったこと覚えていない？　十四年前、僕が十歳、フィオが七歳の時。王都にあった先代ストラーニ伯爵のタウンハウスでのガーデンパーティーのこと」

　いつにない切なく寂しい笑顔はフィオリーナの胸をキュッと締め付けた。この王宮で顔を合わせた時から、エルネストは何度となくこの質問をする。祖父が存命だった頃、毎日のようにパーティーをしていたストラーニ伯爵家が華やかりし時のこと。

　フィオリーナは眉根を寄せ、エルネストから視線を逸らす。

　思い出を確かめるエルネストの声は柔らかく静かでいて、どこかしら緊張感が漂う。いつもの軽口のように聞き流すことのできない真剣な音に、フィオリーナは目を閉じた。

「……申し訳ございません。十四年も前のこととなると……私も幼かったせいか、記憶には……」

　言葉を濁しながら思い出の共有をできないことを伝えると、エルネストはフッと息を吐き、物憂げな顔になる。

「……まぁ、そうだね、随分と昔のことだ、仕方ないよね」

　エルネストはそう言うとワイングラスをテーブルに置き、食事の続きを始めた。フィオリーナの答えに納得しているような返事ではあったが、これまで何度も同じようなやり取りをしているのだから、彼は本心からの納得はしていないのだろう。フィオリーナは気まずさを隠して、食事に集中するふりをした。






　侍女が仕事を終え退去するだけだというのに、エルネストは夜道は危ないだの見送りたいだのなんだと言って、結局フィオリーナの部屋の前まで付いてきてしまった。いくら良家の子女ばかりが採用されているとはいえ、王族が使用人寮にまで入り込むのはよろしくない。

「あの、本当にお気持ちは嬉しいのですが……こんなところまで付いてきていただくのは心苦しいですので……」

　言葉ではまろやかに角を落としていたが、「いい加減に帰れ」の気持ちを顔に貼り付けたままのフィオリーナに、エルネストは笑顔のまま口を開く。

「君と二人っきりで過ごす熱い時間、堪らないよ。ねぇ、またすぐに会えるかな？」

　エルネストの意味深なセリフにフィオリーナのこめかみにビキリと血管が浮かんだ。

「誰が聞いているかもわからないような場所で、誤解を生むような言い方はおやめください。私はエルネスト様のご命令で、チェスの相手をしていただけです！」

　苦々しい顔でフィオリーナが言い訳じみた苦情を言うと、エルネストは楽しそうに笑ってから訂正した。

「はいはい、僕らはチェスをしていただけでしたね。――でも本当に楽しかったから、またお相手してくれないか？　次こそは敬語なしで、もっとフレンドリーに」

「それは……ご命令とあれば……仕事状況によって……」

　そこまで答えて、フィオリーナは語尾を濁す。ここは使用人寮の廊下。廊下には奇妙なほど誰もいない。フィオリーナはずらりと並ぶ侍女たちの部屋のドアをちらりと横目で見る。きっと先輩侍女たちの何人かは扉の向こうで息を潜め、この会話に聞き耳を立てていることだろう。ヘタなことを答えて、これ以上デメトリアたちの反感を買うのは得策ではない。

　口ごもったフィオリーナを見ると、エルネストはニヤリと口を歪めて笑う。

「君にオーダーを出しても手違いが多くてね……女官長か侍従長に苦情を言ったほうがいいのかな？　僕のオーダーは行き違いが多く無視されがちで困っている、職務怠慢ではないか、と」

　よく通る声で朗々と言い放つと、いくつかの扉の向こうで落ち着かない物音が聞こえた。聞き耳を立てていた侍女たちはさぞや驚いただろう、自分たちのやっていた手違いを、職務怠慢や命令違反として問題視し叱責する、とエルネスト自身の口から警告されたのだから。

　エルネストがわざわざ使用人寮まで付いてきたのは、これをするためか。フィオリーナは呆れて肩を竦めた。

「少し意地悪がすぎませんか？」

　エルネストに聞こえるだけの音量で呟くと、彼は悪戯が成功した子供のような顔をしてフィオリーナと同じくらい小さな声で答えた。

「だってフィオが、穏便で無駄な労力のない合理的な方法で呼び出せって言ったじゃないか。それにね、つまらない用件であっても王族の命令を勝手に変えて伝えることは本来なら重罪だから――じゃあ、また。今度はちゃんとフィオが来てね」

　呆れ顔のフィオリーナにエルネストはひらひらと手を振り、「おやすみ、良い夢を」と言い残し去っていった。

　軽い足取りのエルネストを見送り、フィオリーナは盛大にため息をついた。






　今日も疲れた……。フィオリーナは飛び込むようにベッドへ倒れ込む。家族に近況を知らせる手紙でも書こうと思っていても、仕事の疲れで夜は何もする気がしない。

「そう言えば、棋譜……執事さんにはお世話になってるし、ちゃんと綺麗に書かなきゃ」

　むくりとベッドから起き上がり、ペンと紙の用意をし机に向かう。夕食前の対局の流れを思い返しながら棋譜を記すうちに、夕食時のエルネストとの会話も思い出していた。

　この王宮に来て、何度も何度も尋ねられた「僕のこと、覚えてる？」というエルネストの質問。十四年前の彼との邂逅を確かめられるたびに、フィオリーナは言葉を濁し、はっきりとした答えを避けている。






　あの日のガーデンパーティーは、素晴らしい秋晴れの青い空だった。

　綺麗な秋空なのに、大人たちは太陽を遠ざけて木陰でおしゃべりをするばかり。咲き始めた秋薔薇を誰も見てはいない。

　朝早くからカカシみたいなぼさぼさの髪をギュウギュウと編み込んだから、頭が痛い。フリルいっぱいの似合わないドレスを着て、「ようこそ、いらっしゃいませ」とかわいい声を作って大人たちに愛想笑いをするのにも疲れる。フィオリーナはそっとテラスを抜け、大好きな図書室にエスケープした。

　図書室でひとりになると、かわいいけれど硬くて歩きにくい靴を脱いで、編み込んでいた髪を解く。あとでばあやに叱られたとしても、この窮屈さを我慢していたらおかしくなってしまいそうだ。フィオリーナは行儀悪くカウチに寝そべり軽くなった足をパタパタと遊ばせて、しばしの自由を愉しむ。

　しばらくひとりでチェス盤の上に駒を並べて遊んでいると、隠れるようにして男の子がやってきた。誰もいないと思った図書室に先客がいたことを驚いたのか、男の子はフィオリーナの姿を見たまま何も言わず動かない。

　きっとあの子もパーティーがつまらなくて抜け出してきたんだろう。少し年上の綺麗な顔をしたブルネットの男の子は、こちらを見たまま何のリアクションもしない。いつまで経っても警戒したまま動きそうにない彼に、フィオリーナは自分から声をかけることにした。

「ねぇ、あなた、チェスはできる？」

　フィオリーナの問いかけに、男の子は訝しむようにしてペリドット色の目を細めた。

「あぁ、チェスは得意だよ。初心者の君に教えてあげられるくらいにはね」

　ひとりで駒を並べていたフィオリーナを見て、お人形の代わりにクィーンで遊んでいるのだと彼は思ったようだ。

　嫌な奴。私が年下の女の子だと思ってお人形遊びしかできないってバカにしてるんだわ。――フィオリーナは悔しさを燃料にして勝ち気に笑う。

「そう、じゃあ私にチェスを教えて？」

　厭味ったらしい彼にご教授を願い、フィオリーナはぺろりと唇を舐めた。

　ギッタンギタンに負かせてギャーギャー悔し泣きさせてやる。もう二度と私のことをバカにしないよう、その頭に叩き込んでやるわ。






　フィオリーナは十四年前のことを思い出し、暗澹のため息をついた。

　まさかあのブルネットの男の子がエルネストで、こうして再会するなんて……しかも十四年前のことを覚えていて、その記憶を彼はどう消化しているのかわからないけれど、フィオリーナと思い出を共有したがっているようだが……。

　いや、どう考えてもトラウマ刻み込む勢いで打ち負かせたよね？　盤上に残っていた持ち駒を三つになるまで削って、どう足掻いても勝てる見込みがなくなるまで追い込んでからチェックメイトかけたよね？

　悔しさに俯き肩を震わせていた男の子の、屈辱に染まった耳の赤さが今でも目に焼き付いている。

　子供だった自分の残虐さを余すことなく呈したあの対局は、フィオリーナにとっては忘れてしまいたい過去なのだ。

　十四年前の棋譜が頭の中でぐるぐる回る。フィオリーナは棋譜を記す手を止め、机に突っ伏した。このままだと十四年前の棋譜を書いてしまいそうで怖い。

「はぁ～～、それにしても、なんでここであの子に会っちゃうんだろ……二度と会わないって思ってたのに……忘れてくれてたらいいものを……しかも王子様だったとか……最悪」

　フィオリーナは複雑すぎるエルネストとの思い出に、ひとり呟き肩を落とした。

　祖父が生きていた頃、ストラーニ伯爵家が権勢を誇っていた時のことはフィオリーナの中では良い思い出でもあり悪い思い出でもある。

「……昔のウチを知ってる人とは、あんまり関わり合いたくないのよね」

　フィオリーナはぼんやりと昔のことを思い出して、重く息を吐き出した。

　毎日優雅に暮らしていたことは確かに良い思い出だろう。しかし、あの頃のフィオリーナの家族は豊かではあったがバラバラだった。仕事と接待に忙しい祖父と父、サロンの女主人として毎日客人の相手ばかりでフィオリーナの相手まで手が回らない母。たまに家族が揃って顔を合わせるのは、パーティーで客人に挨拶をする時だけでろくに会話もできない。父も母も疲れ切り、いつも青い顔で愛想笑いをしていた。祖父はもともと野心的に忙しなく動くことが性に合っていたのだろうけれど、父も母もそういった暮らしにいつまでも慣れないまま、摩耗していたのは子供の目からも明らかだった。

　ストラーニ伯爵家が華やかだった頃を知る人たちは、お金に困って東奔西走するフィオリーナの現状をみじめでかわいそうだという。確かに今はあの頃のような豊かさはない。しかし父も母も青い顔で愛想笑いをしなくなり、父は楽しそうによその子供の名付けをあーでもないこーでもないと我が子のことのように考え、母は「この図案でいいかしら？　気に入ってもらえるかしら？」と心を込め嬉しそうに刺繍している。弟のジャンルカは物心ついた時から豪華な食事をひとり黙って食べることもなく、いつも家族で貧相な食卓を囲み、今日あった出来事を報告し笑いながら食事をしている。

　お金に喘いでいても、皆で支え合い肩を寄せ合っている現在の方がずっと家族らしい暮らしをしている。

　欲を言えばもう少しお金が欲しいことは事実だし、そのために王宮までやってきて侍女をしているが、昔のように権勢を誇るほどの大金が欲しいわけではない。生活と屋敷を維持できる程度のお金、と言っても、そこそこに大金なのが悩ましいことだが。

　相手側が思う理由は違えども、過去と比較して「おかわいそうに、あなたたちは不幸になった」と言われることが苦痛なのだ。

　エルネストは女性に対して、軽やかに親しく優しい。しかしそのことを考慮しても、フィオリーナと初対面の時から特別に親しくされたことは、彼女の胸に小さなひっかき傷をつけた。

「きっとエルネスト様も、昔の暮らしと比較して、私のこと『おかわいそうに』なんだろうな」

　十四年前に固執する彼だからこそ、フィオリーナが没落したことを憐れんでいるのではないだろうか。

「きっと悪気もないし、優しさなんだろうけど……全体的に、軽いんだよね……」

　重く哀れまれるのも、それはそれで嫌なのだが。それにしても、彼特有の掴みどころのない軽やかさはどうにも胡散臭く信用ができない。

「かわいいとか、好きとか、会いたいとか、ずっと一緒にいればいいとか……大して深い意味もなく言ってるんだろうし、没落したかわいそうな昔馴染みに対する憐みなんだろうけど……そういうの、あんまり言わないでほしいわ……心臓に悪い」

　なにしろエルネストは見惚れるほど美しい。フィオリーナも顔の良い男子は嫌いではない、むしろ好きなくらいだ。美貌のエルネストに甘く囁かれて嫌な気分はしないのも事実だ。

　フィオリーナ自身、自分に対する評価は冷静な方だと自負している。パサついた薄茶の髪、低くも高くもない背、凹凸の少ない貧相な身体。勿忘草色の瞳は自慢できるが、ぎょろりと大きな目も低い鼻も美人には程遠い。容姿の整った女子ばかりが居並ぶ侍女の中で、美しさで目を引き寵愛を受けるタイプではない。

　フィオリーナのことは、過去のほんの少しすれ違う程度の縁と毛色の違う珍獣の物珍しさで構ってくれているのだろう。軽やかすぎる彼に好きだのかわいいだのと言われても、好意の種類を勘違いしたら痛い目を見るのはこちらだ。

　弟の学費を稼ぐため何としても四年間は侍女を続けたい。気の迷いでおかしな事になることだけは絶対に避けたい。

「いろいろ考えると疲れるわ……早く終わらせて、寝よ……」

　中途半端に止まっていた棋譜の続きを記すことに集中して、フィオリーナは頭の中からエルネストを強制的に排除した。






　翌日、朝早くからフィオリーナはメイドたちに交じり同じお仕着せを着て床の拭き掃除をしていた。

　本来、掃除や洗濯などは侍女のフィオリーナの仕事ではない。聞くところによると、侍女たちの間ではイビリの定番らしい。エルネストに親しく声をかけられた翌日からフィオリーナの日常業務になっている。

　デメトリアに勝ち誇った顔で掃除担当を命じられた時、へぇ～王宮では侍女も掃除をやるのか、王宮では仕事の分業化が進んでいないんだな、程度にしか思わなかった。後々、メイドの仕事をわざと申し付ける意地悪なのだと知って、また驚いた。床の拭き掃除を命じられることがいじめとして成立する世界があるのだ。実家では毎日メイドと共に家事をしてきたフィオリーナにとっては、掃除のどこにいじめ要素があるのかすらわからなかったが。

　まぁ、裕福な貴族のお嬢様は雑巾片手に掃除が日課！　なんてことはないわよね……。

　聞くところによると、このイビリを受けた侍女は一週間と持たず、自ら辞表を出して泣きながら実家に帰るらしい。しかし、床拭きだけではなく工具を抱えて床板の修理までしていたフィオリーナにはまったく効果のないいじめではあった。

　殊勝な顔をして黙々と床を拭いているフィオリーナの姿を、少し離れたところからデメトリアの腰巾着をしている侍女のひとりが見張っている。朝早くからご苦労な事で……。彼女たちの的外れな嫌がらせに、逆にフィオリーナは同情してしまう。少しは堪えている顔をした方がいいのかしら？　考えながらも手はしっかりと動き、程なく床は汚れひとつない美しい状態になっていた。

「フィオリーナさん、ありがとうございます。もうここはいいですから、侍女の仕事にお戻りになったほうが……」

　一緒に床を拭いていたメイドが申し訳なさそうに声をかけてきた。メイドたちもフィオリーナがデメトリアたちにいびられて床掃除をしていることは知っているようだ。彼女たちはフィオリーナを同情して、担当場所の範囲を小さくしたりして気を遣ってくれている。掃除を苦とも思っていないフィオリーナであったが、その心遣いは素直に嬉しい。

　フィオリーナはぐるりと見渡し、床掃除の状況を確認する。自分の担当場所は綺麗に拭き終わっていたが、床掃除のチームに与えられた仕事はまだ終えていない。

「まだ終わっていないところありますし、人手は多いに越したことはないですよ。ここの掃除が終わってから朝食ですものね、早く終わらせてしまいましょうよ」

　サッと雑巾を洗って絞り、フィオリーナはまだ手をつけていない場所の掃除を始めた。どうせ侍女の仕事に行ってもろくに仕事をさせてもらえない。ここで床掃除をしていた方がデメトリアたちも満足するだろう。

　没落したとは言え伯爵令嬢が不平不満も言わずに手際よく掃除をこなす姿に、メイドたちはフィオリーナに仲間意識を持ってくれているらしい。

「フィオリーナさん……ありがとうございます」

「こちらこそ、いつもお仕事の邪魔しちゃってごめんなさいね」

　メイドたちの感謝の言葉にフィオリーナは苦笑した。

　この無意味な嫌がらせがきっかけでメイドたちと親しくなれた。そのおかげでフィオリーナは侍女の中では孤立しているが、他のコミュニティに所属し、王宮内全体で見れば孤立状態にはなっていない。

　やること成すこと裏目に出てるなぁ。――デメトリアなりにフィオリーナを追い詰め追い出そうと頑張っていることはわかるが、自分たちの常識に固執しすぎて努力すれども方向性が不一致し、結果につながっていないようだった。

　さぁ、仕事仕事！　フィオリーナが改めて床を拭いていると、廊下の向こうが騒がしくなってきた。

　責任者はどこだ、現場指示にはない、誰からの命で、と不穏な言葉のやり取りが聞こえてくる。掃除中だった他のメイドたちも異変に顔を見合わせ、不安そうな表情で首を傾げ合う。

　なにごと？　フィオリーナも床から顔を上げ、騒ぎの中心の方角を見ると、そこには侍従や執事を引き連れたエルネストの姿があった。

　通常王宮では王族の移動や滞在の時間にかからないよう掃除の個所は設定され、王族が掃除中の場所に出くわすことはない。ニアミスが起こりそうな場合があったとしても、侍従や執事がさりげなく誘導して掃除場所を避けたり、先触れを出して掃除をしている使用人たちを下がらせたり。つまり、掃除中のフィオリーナとエルネストが出逢うことはほぼありえないのだ。

　フィオリーナを含めメイドたちは、掃除道具を慌てて隅によけて頭を下げ礼を取った。

　カツカツと靴音を響かせ、フィオリーナが拭き上げた廊下をエルネストが進む。

　それにしても、あの優秀な執事さんが付いていながら掃除中の現場と出くわすなんて、珍しいこともあるのね。体調でも崩されたのかしら？

　要らぬ心配をしながら、フィオリーナは見苦しくないよう礼の姿勢を保ちながら、エルネスト一行が行き過ぎるのを待つ。すると、靴音はフィオリーナの前でピタリと止まった。

「……フィオリーナ、侍女の君が、ここでいったい何をしてるんだ」

　静かな口調ではあったがエルネストの声は底冷えするような低音で、周囲のメイドたちに怯えの色が拡がる。

「……掃除、でございます」

　フィオリーナが見たままの答えを口にすると、エルネストは不機嫌そうに息を吐く。

「僕はそういう事を聞きたいんじゃない」

　エルネストの非難めいた物言いに、フィオリーナはムッとする。それ以外どう答えろと？　大勢の前で口ごたえするわけにもいかず、かと言って黙って引き下がるのも癪に障る。

　反抗の意を込めて顔を上げエルネストを見ると、彼はもう一度大きく息を吐いた。

「君には別の説教が必要なようだね。――来なさい」

「～～あ、ちょっ……」

　フィオリーナはエルネストに有無を言わさず強引に手を取られ、侍従たちで取り囲まれたまま連行されていった。






　エルネストの部屋につくなり、彼は侍従たちを下がらせる。機嫌の悪さを隠そうともしないエルネストと二人っきりになってしまい、メイドのお仕着せを着たままのフィオリーナは重い空気に気まずく視線を彷徨わせた。

「フィオ、ここに来て」

　エルネストはチェスを打つ窓辺のティーテーブルまでフィオリーナを呼び寄せ、いつもの席に着くよう目で命じた。

　なんでこんなに機嫌が悪いのだろう、また指名呼び出しのオーダーが無視されたのだろうか……。思い当たる節はあるものの、ここまで機嫌が悪くなるとは考えにくい。

　フィオリーナがあれこれ思い巡らせていると、エルネストは聞えよがしに大きなため息をついた。

「あのね、フィオは僕が怒っている理由、わかってないでしょ？」

「あ～、えっと……ですね……」

　それ以上言葉が続かない。まさにわかっていないことを言い当てられたフィオリーナが驚きに表情を変えると、エルネストは苛立ちを露わに髪をかき上げる。

「フィオ、君はこの王宮に来て今日までの一カ月間、メイドに交じって掃除をしていたそうじゃないか？　侍女として雇われた君が、メイドの仕事を命じられる事はおかしいと思わなかったのかい？　……それが嫌がらせだと、君も知っているだろ？」

　別に掃除をすることは嫌じゃないとか、他に仕事もなかったからとか、侍女の中では無視されていたけれどメイドさんたちと友達になれたし結果的によかったとか、いろいろ思う所や言いたいこともあるが、流れだけならばエルネストの言う通りだったので、一応肯定する。

「まぁ……そのようですね」

「そのようですね、じゃないよ。この一カ月の間にフィオは何度ここに来た？　何度も僕と顔を合わせながら、なぜそのことを一言も言わなかったの？」

「それは……大したことではありませんし……エルネスト様にお伝えせねばならない重大なこととは思えませんでしたので……」

　フィオリーナの煮え切らない答えに、エルネストは頬を歪めた。

「僕に伝えるようなことじゃない、か……。あぁそうか、なるほど、僕はそう思われていたんだね」

　それまでの不機嫌が嘘のように晴れ、エルネストはキラキラと輝くような笑顔になった。

　何をそんなにへそを曲げていたのかはわからないが、ようやく機嫌が直ったみたい。フィオリーナはホッと安堵の息を吐くと、エルネストはガラスの呼び鈴を涼やかに鳴らし、執事を呼び出した。

「とりあえずフィオリーナに食事と着替えを。――あと、今日一日フィオリーナは僕の部屋だけで生活してもらうから、くれぐれも外には出さないように。万事よろしく整えてくれ」

　エルネストの突拍子もないオーダーに執事は片眉を動かしただけだったが、フィオリーナは大いに困惑した。

「えぇ!?　なんで？」

　思わず声を上げたフィオリーナにエルネストは綺麗な笑顔のままこともなげに答える。

「だってフィオは自分が悪意に晒されているとわかっていても、何の対処も取らないだろ？　そしたら僕の目が届く範囲に置いておくしかないじゃないか」

「そんな！　困ります！」

「何が困ると言うのかな？　ここにいれば、君はメイドの仕事をする必要もないし、僕もオーダーを間違えられずに済む。これほどいいことはない」

「でも――」

「あぁ、公務の時間だ。――今日は視察もあって、帰りは遅くなる。僕が帰ってくるまでこの部屋で自分の行動を振り返り、一日かけて反省していなさい。少し窮屈かもしれないが、反省房に入れられたと思って我慢してくれ。あとで本でも届けさせよう。それでは、行ってくるね」

　あまりの強引な決定に青褪めるフィオリーナを置いて、エルネストはさっさと部屋を出て行ってしまった。

　あ、目が全然笑ってない。そう気付いたフィオリーナは慌ててエルネストの背中を追ったが、外から鍵でもしたのか扉はすでに固く閉ざされていた。

「開けてください！　誰か！　開けて！」

　扉を叩き外に呼び掛けても反応はない。扉の外側に人の気配はするが、フィオリーナの声に反応しないという事は見張りとして人員がすでに配置されているという事だ。

　エルネストは本格的にフィオリーナを外へ出す気がないらしい。そうわかったフィオリーナは呆然としてその場にしゃがみ込む。

　いったい、なぜ？　いつも穏やかで軽やかなエルネストの中で何がどうなって、フィオリーナを自分の部屋に監禁するという結論になったのだろう。いくら考えてもわからない。

　この部屋からの脱出は今のところ難しく、エルネストの戻りを待つしかない。冷静に状況認識をすると、途端に空腹を思い出す。

　反省って言われても何を反省すればいいのやら、それよりもお腹減ったなぁ。窓辺の席に座ってそんなことを考えていると、ノックがされエルネストの執事と侍従たちが部屋へ入ってきた。侍従たちは色とりどりのドレスや本を部屋に運び入れ、その間に執事の彼はいつも通り静かに食事のセッティングをする。

「あの、すみません。……ちょっと、あのっ！」

　いくらフィオリーナが声をかけても侍従たちは目を伏せ何も答えず、すべてが終わると、執事が申し訳なさそうに一礼して去っていった。

　再び静かになった部屋で、またひとりっきりになってしまった。フィオリーナはセッティングされた食事を眺め、とりあえず食事をすることにした。

「ご飯に罪はないものね。それにお腹が空いてちゃ、ろくに頭も動かないわ」

　誰に聞かせるでもなく宣言して随分と時間がずれ込んだ朝食に手をつけた。毎日提供される朝食も、実家暮らしの時よりも格段にいいものを食べさせてもらっているが、用意された食事はおそらくエルネストと同じものだろう。豪華すぎる朝食に困惑顔だったフィオリーナもだんだん笑顔になっていた。

　食事を終え満腹になる頃には、フィオリーナにいつもの調子が戻ってきていた。

　いまひとつ理由のわからない不興を買ってエルネストに閉じ込められてはいるが、監禁場所も扱いも食事も破格と言っていい良いものだ。煌びやかすぎるドレスはさておき、運び込まれた十数冊の本はどれも興味を引くタイトルで、読書欲をそそられる。とりあえず、今日一日はこの部屋から出すなという命令が下っているようなので、たっぷり一日読書をしていても誰も文句は言うまい。

　どうせエルネストがこの部屋に戻るまで、何事も展開はしないだろう。あれこれ考えたところで、不興の原因はエルネスト本人の口から聞くほうが確実だ。

「たった一日だし、もうこうなったら、臨時休暇だと思って楽しむしかないわね」

　フィオリーナは窓際の椅子に腰かけ、さっそく本のページを捲った。






　視察があって帰りが遅くなるというエルネストの言葉通り、彼が部屋に戻らぬまま夜更けとなった。その間フィオリーナは、大いに読書を楽しみ、途中に差し入れられる食事に舌鼓を打ち、ひとりきりの時間を十分に満喫した。

　読書灯に明かりを入れ、ソファーに深くかけて本を読んでるうちにだんだんと睡魔が忍び寄ってくる。夕食で満たされた体はポカポカと温かく、ついウトウトと目を閉じてしまう。

　しばらくして公務から戻ってきたエルネストは、メイドのお仕着せを着たままひじ掛けにもたれて微睡むフィオリーナの姿を見るとふわりと笑い、足音を消して忍び寄る。そっと息を潜めエルネストが隣に腰を下ろすと、振動で目覚めたフィオリーナはぼんやりとした目で彼を見た。

「……おかえりなさい、ませ？」

　まだ寝ぼけている柔らかい声のフィオリーナに、エルネストは嬉しそうに笑い、指先で彼女の乱れた前髪を直す。

「ただいま、フィオ。いい子にしてた？」

「うん……？」
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　何の違和感もなく自然な流れでエルネストは両手でフィオリーナの頬を包み、その額に軽くくちづけた。少し湿った温かな感触は、額に続き目尻へ頬へと落とされる。覆いかぶさるようにしてフィオリーナを閉じ込めるエルネストからはアンバーの香りが漂い、その大人びた甘さが心地よい。男の人なのにすごく綺麗な顔でいい匂いまでして、エルネスト様って何だかズルイ。憧れと嫉妬が混じり合う複雑な胸の痛みを感じながらも、その痛みはひどく甘くて少し苦い。

　あぁもう、イヤになっちゃう。エルネスト様って顔が良すぎるからいけないのよ。全然現実感ないし、夢の中の王子様みたいなんだもの。フワフワとした心地のままフィオリーナは再び目を閉じ――

「いや、ちょっと待って！　なになに？　なんで私、キスされてるの!?」

　ようやく覚醒したフィオリーナは全力でエルネストを押し返す。

「え、エルネスト様！　お、お戯れがすぎます！」

　真っ赤な顔で抗議するフィオリーナに対し、エルネストは彼女の腕に押されるまま素直に身を離し、肩を竦めた。

「おや、てっきり深く反省して、ようやく僕の気持ちを理解してくれたのかと思っていたのに……残念」

　残念なのはお前の方だ！　そう怒鳴りたかったが、体温が一気に十度近く上がったのでは？　と思うほど頬が熱くなり、動悸もひどくて声にならない。

　若い男性、しかも恐ろしく顔の良い正真正銘の王子様のエルネストに頬や額とは言えキスをされる。妙に現実主義者になってしまっていても、フィオリーナも若い娘。なんやかんやと親しく会話し、その上優しく気遣われ、文句を言いつつも憎いわけではない。意識するなと自戒しても意識してしまう程度には気になる相手である。

　だって「私に優しい王子様」が目の前にいるって全世界の女の子がドキドキしちゃう状況で、平静でいられるわけないでしょ！　もう嫌だ、これだからエルネスト様は嫌い。特別でもない私を、特別なのかも？　って勘違いさせてどうするのよ！

　動揺しつつも、頭の片隅は冷静で、エルネストに専属の侍女がつかない理由を思い出していた。かつて彼の侍女となった彼女たちも、こんなふうに舞い上がってしまったのだろうか。舞い上がって勘違いして……。そこまで考えると、心臓がぎゅっと握られたみたいに痛くなる。

「こ、コココこういうの、や、やめてください……冗談にしても、やり過ぎです！　そ、それに、私には反省するような過失はなかったように思います。どうか、戯れに下々の者を翻弄するのはおやめください」

　震えそうになる声を必死に張り上げごまかし、エルネストを睨む。すると彼はムッと眉根を寄せ、フィオリーナを見返した。

「僕は冗談のつもりなんかないし、まして戯れでもない、いつでも本気だよ？　それにフィオには反省してもらわなきゃ、僕の気が休まらない」

　エルネストはいつもの軽やかな笑みを消した真剣な顔でジワリとフィオリーナへとにじり寄る。

「でも、何を反省したらいいのか心当たりすらもございませんし、それに本気と言われても……」

　再び近くなった彼との距離に怯え、フィオリーナが後ろに下がると、下がった距離以上にエルネストは詰めてくる。

「ねぇ、本当にわからない？　それともこれってフィオお得意の戦略？　知らないって駒で安全に取り囲んで自分キングを入城キャスリングさせたつもりかな？」

「……戦略って……本当に何のことだかわからない……」

　これ以上物理的に下がることができない。盤上よりももっと狭いソファーの上では、反撃の手もないまますぐに追い詰められてしまう。

「僕が、君のこと、本気で好きだってことだよ」

　獲物を狙う猫のようにエルネストは目を細め、フィオリーナに微笑みかけた。

　一方フィオリーナは、予想もしなかったエルネストの言葉に目を何度も瞬かせ、首を傾げた。

「え？　……いやいやいやいや、ナイナイナイです、それはナイですって。だって私が王宮に上がってから、エルネスト様は初対面から挨拶代わりに好き好き仰ってて……。全然説得力ないですし、第一好きになられたポイント、まったく思い当たらないですよ？　やだなぁ～、今回のサプライズは私もさすがに驚きましたよ。もう、心臓に悪いから……おやめください」

　ホント、冗談よしてよ。彼のいつもの悪ふざけだとわかりフィオリーナが安心する。ネタばらしも終わったことだし、これでこの監禁ゲームも時間的に終わりかとホッと胸を撫で下ろす。すると、エルネストは微笑みのままフィオリーナの肩をトンっと押した。

「え？」

　バランスを崩し後ろに倒れ込むと、エルネストはすかさずフィオリーナの上に覆いかぶさり、まだ抵抗もしていない両手首を掴み押さえ込んだ。

「ちゃんと僕の気持ちが本気だって素直に受け止めてくれたら、もう少しこのまま待ってあげてもよかったけど……もう、待たない」

　エルネストはフィオリーナの耳元に唇を寄せ、今まで聞いたことのない低い声で囁く。小さく悲鳴を漏らし、耳をくすぐる吐息に肩を竦ませ嫌がると、エルネストは容赦なく柔らかな耳朶に歯を立てた。

「～～ッ、ゃあッ！」

　ゾクンと痺れる痛みに、猫のような甘えた声を上げる。

　え？　なに？　今の声、本当に私の声？　フィオリーナは当惑し、咄嗟に口を閉じて唇を噛みしめると、エルネストは喉の奥で笑う。

「かわいい声。もっと聞かせて」

　耳の中に濡れた舌先が入り込み、ぴちゃぴちゃと音を立てながら薄い皮膚を舐めまわす。ただ耳をしゃぶられているだけだというのに、躰がビクビクと跳ねる。頭の中に直接注ぎ込まれる水音はひどく淫靡で、思考力をドロドロと溶かし削っていく。くすぐったいのとも違う感覚は躰の奥を刺激し、内臓を撫でまわされるような奇妙な感じがする。

　こんなの知らない。彼は何をしているの？　フィオリーナは未知の感覚に振り回され、震えるだけ。

「やぁッ、ゃだぁ」

　精一杯抵抗しているつもりなのに、手足には力が入らず、芋虫のように躰を捩ることしかできない。

「フィオは耳が弱いんだね……かわいい」

「きゃぅっ！　ァアッ、ぃやァ」

　エルネストの感嘆にフィオリーナは叫んで不服の意を表そうとしたが、フィオリーナの口から出たのは意味のない甲高い嬌声だった。

　耳への愛撫は止まらず、フィオリーナは仰け反り身悶える。爪でひっかいて一矢報いようと爪を立ててみても、弱々しくエルネストの服の表面を滑るにとどまり、何の攻撃にもならない。いつの間にか自由になっていた手は縋るように彼のシャツを強く握り締め、指先を白くしていた。

「フィオ、耳だけでこんなに感じちゃってどうするの？　これ以上したら、フィオはどうなっちゃうんだろうね？」

　意地悪く笑いながら耳の中へ直接甘く囁き、エルネストは柔らかく耳殻を噛んだ。

　どうなるもこうなるもない！　文句を言おうにも、口を開くといやらしく甘えた声が出てしまう。フィオリーナは懸命に奥歯を噛みしめたが、鼻から喘ぎが抜けていく。

「～～ンッ、～～ふ、ぅんう、ぅ、ぅ」

　熱く滑った舌と、硬い歯、少し乾いた柔らかな唇。それらに施される感覚が快感なのだとわかる頃には、フィオリーナは涙の膜が張られた熱っぽい目でエルネストの腕の中に収まっていた。

「フィオ、大丈夫？」

　言葉では心配しているが、口調は真逆だ。エルネストは妖しく笑い、フィオリーナの目尻にくちづける。生理的に滲んだ涙を舌先ですくい、猛獣のように喉奥を鳴らした。

「だい、じょうぶ、なわけ、ない！」

　力を振り絞り強がって憎まれ口を叩いても、声は甘く濁っていた。

　快楽に染められた真っ赤な顔で額に汗し、乱れた髪は首に貼り付き絡まる。そんな状態でも目だけは反抗的に男を睨み、愛撫で溶けた声で悪態をつく。フィオリーナは意図していなかったが、甘えた誘いよりももっと刺激的で甘い芳香を放ち、エルネストを誘惑していた。

「フィオって、ほんと、いけない子」

　ごくりと喉を鳴らし、エルネストはフィオリーナの頬に軽いリップ音を立ててくちづける。そっと服の上から彼女の慎ましやかな乳房を掌で包み、ゆっくりと揉みしだく。最初は何とも意識しなかったエルネストの体温が、胸を触れられることで彼の掌を通し伝わる。熱いほどの彼の温度を感じるうちに、乳房の先にむず痒さを覚えた。

　普段意識することもなかった胸の頂は、痒いような痛いような妙に意識させられる感覚で「ココに乳首がある」と存在を主張する。エルネストの手で捏ねられる乳房は彼の熱で柔らかになっていくのに、頂だけは硬く尖っていく。

　フワフワと温ぬるむ快楽の中に鋭く突きさす快感。二つの落差に戸惑い眉を寄せ、フィオリーナが嫌々と喘ぎ首を振ると、エルネストはひどく色めいた吐息を漏らし笑う。

「フィオのおっぱい、敏感でかわいい……食べちゃいたいなぁ」

　エルネストは硬く尖った乳首を親指の腹で押し潰し、グリグリと回して甚振る。

「～～っあ、ひゃぁんッ！」

　痛みにも似た甘い痺れに思わず喉を逸らし叫ぶと、エルネストは緊迫する喉の白い皮膚にやんわりと歯を立て、しゃぶる。生命の危機を感じる部位への愛撫は、愉悦と恐怖が入り交じり、背筋がゾワゾワと震える。

「ぁ、ぁ、ぁ……ぁあッ、ンンンッ！」

　どこもかしこも、エルネストに触れられると甘く痺れて頭の中がぐちゃぐちゃになる。

　快感を塗りこまれ切れ切れになる意識の中で、フィオリーナはこの状態のまずさについて考えようとする。

　ダメダメダメ、これはダメ！　このまま流されてしまったら、大変な事になる。理性にしがみつき、何とか持ちこたえている思考もいつものスピードは発揮できず緩慢になっていく。

　あぁ、何とか私が私として保てる方法はないの？　泣きだしたくなる不利な攻防戦に、一筋の光が差した。

「お金っ！　お金大事！」

　それまで涙ぐみ小鳥のようにプルプル震えていたフィオリーナが、突然「金！」と叫び暴れだした。完全にフィオリーナの制圧を確信していたエルネストは、驚きのあまり彼女の背中を抱いていた腕から力を抜いてしまう。その隙を逃さず、フィオリーナはエルネストの拘束から逃れ、彼の胸板を押し戻した。

「おやめください！　このままエルネスト様のお手付きになったら侍女辞める羽目になるんです！　今、給金貰えなくなるのは困るんですっ！　あと四年は何としても稼ぎたいから！」

　侍女の身分のまま王族と肉体関係を結んだ場合、侍女の職は解雇となる。そのことは侍女として採用された時の契約書にも記されていた。王族のお手付きとなると愛妾や妻となる可能性もあるが、妻はもちろん愛妾であっても実家の力が大きくなければ王族との縁続きにはなかなかなれない。デメトリアをはじめとする他の侍女たちならば、お手付きは侍女からのステップアップのチャンスかもしれない。しかし今のフィオリーナでは、エルネストにアレコレされた時点で解雇され即終了実家に帰還、というわけだ。

　現実的すぎる反撃にエルネストは慄き、防戦一方だったフィオリーナが押し返す。重なり合っていた親密すぎる二人の体勢は、隣同士に座る健全な状態に差し戻された。

「えぇ～～!?　いいムードだったのに～～。なんでフィオってば、こういう時に素直に流されてくれないのかな？」

　さっきまでの妖しい微笑みは瞬時に消え、エルネストは口を尖らせ文句を言う。

「素直に流されたら、侍女クビになっちゃうんですってば！　こんなに稼ぎがいい職業は滅多にないんです！　エルネスト様と違って遊びじゃないんですから。こっちは一家の生活かかってるんですから！」

　フィオリーナの反論に、エルネストは肩を竦め大きなため息をついた。

「あのさ、僕のフィオへの気持ちをどうしてフィオは遊びだって言うの？　言っとくけど、かなり真剣で本気だよ？　どうして僕は信用してもらえないのかな？」

「……だって、顔がいいから」

「は？　……顔？」

　不思議そうに首を傾げるエルネストに、フィオリーナは不敬を覚悟で正直に告げた。

「だって、エルネスト様、めちゃくちゃ顔がいいから……そんなに顔が良くて、本物の王子様で、文武両道で女の子に優しくて……。そういう人が、美人でもない実家が没落したギリギリ貴族の娘である私に言い寄るとか、何が目当てかわからなさすぎて不信感しかないです……」

「顔がいいのも王子なのも僕のせいじゃないでしょ!?　生まれつきで僕の努力ではどうしようもないことじゃないか！　それに、何が目的って……逆に君を手に入れても、僕は君と結ばれる以外の何の目的も達成できないよね!?　単純に、僕はフィオが好きなんだから、フィオが目的だよ！」

「そう言われても……」

　不信を前面に出した疑惑の眼差しでエルネストを見ると、彼は俯き「あ～～～～」と奇妙な声を出して頭を抱えた。

「もう、わかった！　フィオに信じてもらえるようお膳立てするから！　とにかく、僕は君が好き。そこを今は理解しなくてもいいから、覚悟して！　いいね？」

　エルネストは立ち上がり、ビシリとフィオリーナを指差して宣言する。

　好きであることを覚悟しろとはどういうことだ？　フィオリーナが眉根を寄せ縦皺を作る。フィオリーナの困惑などお構いなく、エルネストはにこりと笑いガラスのベルに手を伸ばした。チリリリン、涼やかなベルの音が響くと、部屋の外に控えていた執事が、すぐさま入室してきた。

　エルネストは執事の顔を見るなり冷たく言い放つ。

「先程、僕は彼女と関係した。就業時の契約に法り、フィオリーナ・テレーザ・フィネッティをすぐさま解雇するように。あぁ、解雇したからには使用人寮も退去だな、とりあえず彼女の荷物はすべてこの部屋に運び入れるよう」

　エルネストの指示に執事は二度三度瞬きをしたが、「承りました」と短く答えると、至急の命に応えるため足早に部屋を辞去していった。

　あまりのことに頭が真っ白になり、フィオリーナは咄嗟に声が出ない。何度もはくはくと口の開閉をし、ようやく尋ねた。

「か、解雇って……ぅぅぅ嘘、でしょ……？」

　震える声で確認すると、エルネストはキラキラの笑顔を浮かべ頷く。

「嘘じゃないよ、本当だよ。――フィオ、大変だね、今夜から君は無職で宿無しだ。でも安心して、僕の部屋で当分は面倒見てあげるから。この部屋で、僕の本気をじっくり味わってね」

　無茶苦茶で強引な意見に、フィオリーナはぽかんと口を開ける。エルネストの理解を超えた論理の飛躍に、そう言えばチェスの手も時折理解に苦しむ手があったな、と彼との棋譜を思い出し現実を逃避していた。






　狭いソファーの上であれほど際どい攻防戦をしていた二人だったが、ひとつの広いベッドをどちらがどう使うかについては比較的冷静に話し合った。

「私はソファーで寝ますから、エルネスト様はベッドをお使いください」

「え？　なんで？　僕のベッドは広いから、一緒に寝ようよ」

「……変なことするから嫌です。ソファーで寝させてください」

「女の子をソファーに寝かせて、僕ひとりベッドで寝ることなんてできないよ。だから君もベッドで寝ればいい」

「……そこは『僕がソファーで寝る』って流れでは？」

「だってソファーで寝たら、背中痛くなるでしょ？　ベッド使おうよ」

「この話し合いの終わりが見えない……不毛すぎる」

「だ～か～ら～、フィオも僕もベッドで寝れば丸く収まるでしょ？　僕はベッドでもソファーでも所かまわず君と仲良くしたいけど、当面は同意なしには何もしないことを約束するよ。それでいい？」

「所かまわず盛るって宣言されて、何を安心しろと言うのですか……」

　何の進展もなくかみ合わない協議の結果、両者ともにやむを得なく停戦協定に同意する。二人は協定通りにベッドの両端に陣取り境界に接触することなく、置物のように身動ぎひとつせず静かに一夜を過ごした。

　翌朝から、フィオリーナの生活は一変する。

「おはよう、フィオ。君のかわいい笑顔を見て一日を始められるなんて、嬉しいよ」

「……おはようございます。私はもう少し準備してからエルネスト様にお会いしたかったです」

　ニコニコとご機嫌なエルネストをフィオリーナは寝起きのぐしゃぐしゃの状態で適当にあしらう。彼を寝室から追い出し、用意された豪華なドレスではなく、いつもの質素なドレスに手早く着替えた。朝なのにすでに疲れを感じてしまう。

　豪華な朝食と、エルネストの甘い口説き文句。彼が公務に行ってしまえば読書とお茶、またまた豪華な昼食、午後の美味しいお茶とお菓子を味わい、日が暮れる頃に帰ってくるエルネストを待つ。そんな予定の一日がスタートした。

　何もやることがない。昨日もさして変わらない生活だったが、休暇だと思って開き直っていた昨日と、仕事がなくて何もしない今日とでは状況が違いすぎる。

　解雇で無職になった。そして収入もない。

「ギャァァァァァ～～～～～！　現金収入！　何とか現金収入の道を考えねば!!」

　午前のお茶の時点でフィオリーナは発狂しそうになる。こうしている間にも実家の資産は目減りし、弟の入学金納付時期までのタイムリミットは近付いている。

「なんなのあの王子様、ちょっと顔いいからってムチャクチャして！　モテる男なんて大嫌いよ！」

　へらへらと笑いながら公務に行ってしまったエルネストへの呪詛を呟きながら、彼の部屋でもできる仕事を考えてみた。何かあったら彼を頼るように、と言われていたエルネストの執事をさっそく呼び出し、頼ってみる。

「提案なのですが。エルネスト様の部屋の掃除を私がしますので、担当場所限定のメイドという事で雇っていただくわけには――」

「申し訳ございません、致しかねます」

「それでは、リネン類の補修を――」

「そちらも致しかねます」

「城下で募集している、内職の類を――」

「致しかねます」

　提案を言い切る前に却下され、フィオリーナはがっくり肩を落とす。落ち込むフィオリーナの姿に執事も困り顔で、「恐れながら」と口を開いた。

「エルネスト様はフィオリーナ様に対し、この部屋で雑事に煩わされず穏やかに過ごしていただくことをお望みです。どうかご理解いただきますよう、お願い申し上げます」

　丁重に「おとなしくしていろ」とご注進されてしまう。これ以上食らいついても執事に迷惑をかけるだけだ。どうやらエルネストの考えを改めさせないことには、何もできないらしい。フィオリーナは項垂れいったん引くことにした。

　八方塞がり。そんな言葉を体感しながらする読書を楽しめるわけもなく、なにげなく手に取ってしまった本の題名も『財政破綻の歴史』という間の悪さ。ある意味、フィオリーナの為の一冊であった。あまりにも直撃するタイトルに、フィオリーナの焦りは苛立ちと怒りに変化した。

「もう、なんなのよ～！　あの人、私をどうしたいの!?」

　フィオリーナを好きであるから解雇するという論理の飛躍と、その着地点があまりにも見えない。

　この怒りの根本原因でもあるエルネスト本人は、昨日に引き続き公務で夜まで帰ってこない。文句を言おうにも、問い質すにも、話し合うにも、相手がいないことには始まらない。フィオリーナのフラストレーションばかりが高まっている中、来客を告げるノックがされた。

「フィオリーナ様にお客様でございます。お通ししてもよろしいでしょうか？」

　執事の声かけに、フィオリーナは首を傾げた。

　エルネストに命じられ、フィオリーナはほぼ監禁されており、執事や身の回りを整える一部の使用人以外は接触できない状態になっている。しかも、今現在フィオリーナがいる部屋は第二王子エルネストの私室である。エルネストの許可がない限り、そうやすやすと入室できる部屋ではない。

　そんな事情をエルネストの執事が知らないわけがない。その彼が入室を許してもいいと判断する人物が、客人だという事なのだろう。

　――お客様って、完全にエルネスト様と身分が同等かそれ以上の、私が面会を断るわけにはいかない人って事じゃない……。

　げんなりしつつも、入室許可を伝えると、間を置かずに執事に連れ添われた少女が部屋に入ってくる。

　フィオリーナは少女の姿を見ると丁寧な礼の形をとり、深々と頭を下げた。

「ようこそ、おいでくださいました。ご機嫌麗しく――」

　艶やかなブルネットの巻き髪に大きくてくりくりとした紅茶色の目、陶器の肌のお人形ビスクドールよりも愛らしい姿。昨日までフィオリーナが侍女として仕えていた（と言っても遠目からしか見たことはなかったが）本日は客人のアニエッラ王女は、フィオリーナの頭の先から足の先までを鑑定でもするように真剣な目で何度も見る。観察に結論が出たのか、アニエッラはまろやかな白いほっぺをご機嫌斜めに膨らませ、眉を吊り上げた。

　フィオリーナの挨拶を遮り、少女は大きなため息を吐く。挨拶を飛ばし開口一番に文句を言う。

「なによ、角もしっぽも付いてない普通の女じゃない」

「……はい？」

　このエルネスト似の美少女は何を言っているんだ？　途中で終わった挨拶の続きも言えず首を傾げると、アニエッラはツンッと顎を反らしてフィオリーナを睨んだ。

「今日はエル兄さまのお部屋からお庭を眺めて、午後のお茶を戴くことにしたの。お前、案内なさい」

「……はい？」

　いや、この美少女は中身までエルネスト似なの？　この兄妹には文脈ってものがないの？　盛大に突っ込みたい気持ちを噛み潰して執事の方を見ると、彼はにこりと笑うだけで何も言わない。なるほど、受け入れてこの子の面倒を見ろという事か……。

「それでは、こちらに……」

　諦めの笑顔で窓辺の席に案内しようとすると、アニエッラはフィオリーナを無視して勝手知ったるとばかりに部屋に入っていく。彼女に引き続きデメトリアたちがティーセットを載せたワゴンを押して入室してきた。主人であるアニエッラの手前、デメトリアは侍女らしく目を伏せてティーセットの準備をしていたが、ちらりとフィオリーナへ向けた視線は恐ろしく憎しみのこもったものだった。

　うわっ、怖っ！　やらないとは思うけど、毒でも盛りかねない顔してる。――思わずフィオリーナの笑顔も固まってしまう。

「デメトリア様のお手を煩わせして申し訳ありません。……よろしければ、私が致しますので」

「いえ、フィオリーナ様にそのようなことは……」

　これ以上逆恨みされるのも勘弁願いたい。フィオリーナがデメトリアに気を遣う素振りを見せると、デメトリアはしおらしく遠慮する。アニエッラはティーセットを巡る二人を見比べ、ニヤニヤ笑う。

「デメトリア、お前はもういいわ。他の侍女と一緒に下がって。――フィオリーナ、お前がお茶を淹れなさい。私と席を共にすることを許すわ、光栄に思いなさい」

　アニエッラは随分と生意気な口調で人払いを命じると、デメトリアは何とも言い難い複雑な表情で辞去していった。部屋にはフィオリーナだけが取り残され、ほぼ初対面に近いアニエッラ王女と二人っきりになってしまった。

　侍女職だった頃には一度もお茶を淹れたことのないアニエッラ王女に、無職になってからお茶を差し出すこととなるとは……人生、予測のつかないことだらけね。妙な感慨に浸りながら茶の準備をする。

　余計なことは言わぬよう、失敗せぬよう。気安すぎるエルネストに慣れてしまい感覚が狂ってきたと自覚しているフィオリーナは、緊張しながら茶を出すと、アニエッラは行儀悪く頬杖をついた。その体勢のまま、フィオリーナをじっと見て肩を竦める。

「デメトリアたちがお前のことを性悪魔女だの悪魔憑きだの言うから、とんでもない化け物を期待してたのに、普通すぎてつまんないわ。……ねぇ、お前、本当はスカートの下にしっぽくらい隠してないの？」

　デメトリアたちにいったいどんな噂を立てられていたのだか……。フィオリーナは呆れて思わずため息をついた。

「えぇ、しっぽは三本ほどございますが、お見せするほど立派なものではございませんのであしからず」

　開き直って嘯けば、アニエッラは不貞腐れた顔から一転、機嫌の良い可愛らしい笑顔になり、コロコロと声を上げ笑いだす。

「お前、エル兄さまがご執心するだけあって、随分とずぶとくて性格が悪いのね。気に入ったわ。お茶の間、私に話しかけてもいいわ」

　お茶の間はおしゃべりの相手をしろという事か……。何がアニエッラの琴線に触れたのかわからなかったが、彼女はフィオリーナをお気に召したようだ。お話し相手に指定されたフィオリーナはいつもの窓辺の席に座り、エルネストとのチェスではなくアニエッラのおしゃべりの相手をすることとなった。

　王女は気難しい、という噂は王宮内では有名であったし、デメトリアたちとの短いやり取りや先程のフィオリーナとの会話を見ても、アニエッラがその可愛すぎる見た目通りの「天使のような女の子」ではないことは十分に理解できた。

　何を話せばいいのやら……。フィオリーナはティーカップを傾け、会話の糸口を探しあぐねていると、アニエッラが先に口を開いた。

「お前、エル兄さまの正式な愛妾になったそうね」

「～～ゴフォッ！」

　予想もしなかった単語に咽た。

「は？　え？　なに？　あい、しょうって……？」

　フィオリーナは目を白黒させながら、茶を零しかけた口元を拭く。十三歳のアニエッラの愛らしいお口から出た「愛妾」という言葉にも驚いたが、彼女の話す内容にも驚く。

　誰が愛妾ですって？　――侍女を解雇され無職になったことは知っていたが、愛妾になったとは聞いていない。

「それは初耳ですが……いったいどなたがそのようなことを仰っているのでしょうか？」

　気を取り直して尋ねてみると、アニエッラは不思議そうに首を傾げる。

「誰って、みんなよ。――だってエル兄さま、朝からお父様とランベルト兄さまに離宮の使用を直々にお願いをして、許可されたのよ？　未婚の王子が離宮を使うのは、愛妾と暮らすときぐらいだもの」

　アニエッラの父は現国王、ランベルト兄さまとは次期国王の第一王子だ。あんぐりと口を開け、フィオリーナは固まってしまう。

「いま王宮じゃ、この話で持ちきりよ。……お前、知らないの？」

「……知りません、でした。侍女を解雇されたうえに……愛妾とは……」

「あら、エル兄さまの愛妾になったこと、お前は喜ばないの？　デメトリアたちなら家をあげてお祝いするくらいのことよ？」

　愛妾になりたい人なら喜べるというだけで、愛妾になることを望まない、愛妾という職業になることすら頭になかったフィオリーナからしてみれば困惑するしかない。しかし、兄の愛妾になれることは誇らしいことであると思っている様子のアニエッラに、エルネストの愛妾になることを喜べないと伝えるのも如何なものか……。

「無職からの脱却は喜ばしいのですが……愛妾という職業での生活設計があまりにも思い浮かばないため、なかなか現実味もなく……」

　しどろもどろに弁解すると、アニエッラの瞳がキラキラと輝きだした。

「さては、お前……エル兄さまの愛妾になりたくないのね！」

　アニエッラが撃ち抜いた図星の衝撃に、フィオリーナの肩はあからさまに跳ねた。ごまかしようのないフィオリーナの動揺に、アニエッラは腹を抱え笑う。

「楽しいわ楽しいわ！　あのエル兄さまがなりふりかまわずなのに、当の本人には相手にもされてないなんて！　こんなに面白いことったらないわ！」

　アニエッラは鈴を転がすような愛らしい声を上げて意地悪く笑うと、満足したのか姿勢を正し菓子を摘み始めた。

「――で、お前、エル兄さまの何が気に入らないの？　あの男、私に似て見た目はすごくいいし、絶望するほどバカではないし、性格はそこそこ悪いけど人当たりは悪くないわ。王族だから、それなりに金も権力もある。大抵の女たちが喜んで寄ってくるような、毒にも薬にもならない顔だけのつまんない男よ？　エル兄さまに口説かれてるなら、お前も簡単になびけばいいじゃない」

「……そう、ですね」

　アニエッラによるエルネストの評価は褒めているのか貶しているのかわからず、何とも答えづらい。どうとでも取れる答えで茶を濁すと、アニエッラはお気に召さなかったのか半眼になった。

「それともお前、他に好きな男でもいるのかしら？」

「違います。いません」

　何やらややこしい勘違いを生みそうだったので、即答で否定する。

「エルネスト様の愛妾となることは名誉なことだと思います。しかし、私には名誉を呑気に喜べないのです」

「なんでよ？」

　浮かれているはずのフィオリーナは深刻な表情だ。当初とは予期せぬ展開に、アニエッラのクッキーを摘む手が止まる。

「私は侍女として王宮へあがりましたが、この度の一件で侍女を解雇され無職となりました。現在我が家は経済的に非常に厳しく、私の現金収入が途絶えると、危機的状況に陥るのです。――あの……愛妾ってどれくらいの給金が出るものなのでしょうか？　侍女より多いですか？　少ないですか？」

　フィオリーナの真剣な様子にアニエッラは眉根を寄せ、疑いの眼差しを向けた。

「……お前、それ本気で言ってるの？　エル兄さまの愛妾になりたくなくて、難癖をつけてるだけじゃなくて？」

「そう、かもしれません……そもそも、なぜ私がエルネスト様に気に入られたのか、それすらわからないのですから、私はどのような気持ちでいればいいのか、自分でも決めかねてしまうのです」

「つまり、お前はエル兄さまが気に入らない、と」

「いえ、そこまでは言いませんが……」

　アニエッラはフンッと面白くなさそうに鼻を鳴らす。少しの間逡巡しながらクッキーをひと齧りすると、またアニエッラは猫のように目を細めた。

「まぁ、そうよね。エル兄さま、気持ち悪いほど長い間片想いしてたけど、最近ようやく諦めて、お前に乗り換えたんだもの、お前がエル兄さまのこと気に入らなくても仕方がないわ」

　ネズミを甚振るような優しい口調で、わざと暴露する。アニエッラは顔色が変わるのを見逃すまいとでもするように、フィオリーナをじっと見据えて話を続ける。

「エル兄さまってば、十年以上も昔にたった一回会っただけの女の子のことが好きで、もう一度会いたいがために、王宮の舞踏会の招待状を毎年出してたのよ。でも相手からはいつも辞退の手紙が来るだけ……。他にも手を尽くしたそうだけど、どうにも駄目って事がやっとわかったみたいね。一途にただひとりを想い続けるなんて滑稽でよかったのに、残念だわ。――それにしても、鞍替えした先がお前みたいな地味な女とは……エル兄さまって変わった趣味してるわ」

　アニエッラの話に何か引っかかりを覚え、眉根を寄せる。はて、なんか聞いたことのあるような？　不思議に思い思案するフィオリーナの表情を、アニエッラは傷心と読み取ったらしく、天使のような微笑みで追い打ちをかけた。

「意外としつこいのよね、エル兄さま。王室の名で出した招待を正当な理由もなく辞退したら、向こうから要請がない限り招待しないわ。なのに何度も招待状出しちゃうくらいに、エル兄さまはその女に会いたかったってこと。エル兄さまは言っていたわ。『あの子に会えたことで、僕の人生が変わった。あの子は僕の女神なんだ』って。女神だなんて大げさよね」

　エルネストには深く愛する人が別にいる事を愛妾になるフィオリーナへ告げ、アニエッラは勝ち誇った顔で慰めの言葉をかける。

「お前はエル兄さまにとって、寂しい気持ちを紛らわす手近な代用品かもしれないけれど、気落ちしなくてもいいのよ？　エル兄さまに気持ち悪いほど想われている女神サマが余所にいても、エル兄さまと女神が成就するのは望み薄なのだから」

　泣きだすのを期待したワクワクの眼差しをフィオリーナへ向けているが、フィオリーナの顔は次第に赤く染まっていく。

「招待状は、春と秋、必ず来るものでは……」

　聞き直したくても、声が震えてうまく出ない。

　だって、何度辞退してもちゃんと毎回届いて……でも、なんで……子供の頃、たった一回会っただけじゃない。――明らかになった舞踏会の招待状の事情と、そこから発展する「なぜ？」の答えに、フィオリーナは昨夜のエルネストを思い出してしまう。不可解だった行為ひとつひとつに意味があったことを知ると、エルネストの囁いた「本気で好き」が熱量をもってフィオリーナの耳の中でよみがえる。

　エルネスト本人に確認したわけじゃない、まだ人違いだってこともある。そう否定しても、気恥ずかしくて耳が熱い。無意識のうちに耳に触れ、スッと視線を逸らすと、アニエッラは驚きに目を見開く。

「なによ！　お前がその『女神』だったの!?」

「いえ、そうと決まったわけではなく……条件的にその可能性がある、といった程度でして……」

　フィオリーナが訂正すると、アニエッラはムッと頬を膨らませる。

「そんな条件に当てはまる女が何人も発生するわけないでしょ！　気もない女にそこまでするようなクズ男だったら、私はエル兄さまのこともっと尊敬してるわよ！」

　兄の大事にしていた長すぎる片想いが、いきなり現れた地味な女への心変わりでぶち壊された。兄は片想いに殉じることもできないまま、愛妾になる女の心も掴めない。いつも気取った笑顔でスマートに振る舞う兄が女に振り回されて七転八倒する、そんなドタバタ劇を期待していたアニエッラは、自分の予想とは大きく外れた展開に、不満をあらわに口を尖らせる。

「つまんないつまんない！　運命的な再会を果たし両想いになってハッピーエンドなんて、そんなの全然面白くない！」

　アニエッラの機嫌は急降下し、猛然とクッキーを食べ始める。フィオリーナはリスのようにクッキーを頬張るアニエッラを見つめ、ため息をついた。






　あらかたお菓子を食べ終わるとアニエッラは納得したのか、お茶の時間は終わりとばかりに席を立った。まだお茶の途中だったが、アニエッラの見送りのためにフィオリーナも席を立つ。

「本日はお越しいただきありがとうございました」

　呼んでもいないのに勝手にやってきた客ではあるが。本音が顔に出てしまいそうなので、フィオリーナは深々と頭を下げて礼を取る。

「ねぇ、お前、このままエル兄さまの愛妾になってもいいの？」

　アニエッラはそれまでの小生意気な調子が鳴りを潜め、頭を下げたままのフィオリーナに真剣な声で語りかけた。

「エル兄さまってあんな涼しい顔してるけど、一途で思い込みが激しい、いわゆるバカなの。バカだから、女心なんて高尚なもの理解できないわ。嫌とかダメで通じなかったら殴ってもいいのよ。そして王子を殴って居場所に困ったら、お前は私の部屋に来なさい。事の顛末を話すことを許可するわ。デメトリアたちやエル兄さまを遠ざけて、じっくり聞くから。面白い話だったなら、帰郷の旅費分ぐらいは報酬払ってあげてよ」

「……え？」

　フィオリーナが顔を上げると、アニエッラは気恥ずかしそうに頬を赤くし、フイっと横を向いた。

「用はそれだけよ。じゃあ、また気が向いたら来るわ」

　アニエッラは逃げるようにして部屋を出ると、部屋の外に控えていたデメトリアたちを置いていく勢いの速歩で行ってしまった。

「……ありがとう、ございます」

　悪意と善意の入り交じり判別がつかない複雑な会話で翻弄されたが、根は善人なのだろう。去り際に見せたアニエッラの照れくさそうな顔を思い出し、フィオリーナはクスリと笑う。

　王女様直々に『本当に嫌なら拒否も暴力もかまわない』ってお許しが出たし、今夜はじっくりエルネストと話し合おう。

　フィオリーナは少しだけ落ち着きを取り戻し、中断したお茶の続きをひとりでするにした。






　少し疲れた様子のエルネストが部屋に戻ってきたのは、夜も更けた遅い時間。昨夜とは違い、フィオリーナはうたた寝することなく姿勢を正して彼を待っていた。

「おかえりなさいませ、エルネスト様」

　エルネストは待ち構えた様子のフィオリーナを見ると、わずかに怯み、スッと視線を泳がせる。

「た、ただいま、フィオ。どうしたの？　先に寝ててもよかったんだよ？」

　明らかに後ろめたいことがある様子のエルネストをじっとりと見つめてから、フィオリーナは二人でチェスをする窓辺の席に座った。

「アニエッラ様からお聞きしました。――私、エルネスト様の愛妾になるんですってね」

　先手必勝とばかりに本題を切り出し、片手で向かいの席を指し示す。そこに座れと無言で命じると、エルネストは気まずそうな顔で素直に席に着いた。

「アニエッラも君も、なんか誤解してるみたいだけど……フィオを今すぐどうこうしようなんて話はしてないからね」

「国王陛下とランベルト殿下にお会いになり、離宮使用について話し合われた、と。アニエッラ様は、未婚の王子が離宮を使うのは愛妾と暮らすときである、と仰いました」

「……アニエッラは余計なことを」

　エルネストは苦々しく呟き、顔を顰め頭を抱えた。あえて答えを聞かなくともわかるエルネストの態度に、フィオリーナは頬を強張らせる。

「エルネスト様が離宮へ移られることと、私は関係ないのですね？」

「関係は、なくはないけど……まだはっきり決まったわけではないし。でもフィオの為であって、悪く扱うわけじゃないから」

　言葉を濁すエルネストに、フィオリーナは少しだけ眉根を寄せた。

　エルネストからの好意も、侍女の解雇の件も、何ひとつ説明のないまま今に至る。全部フィオリーナに関係することにもかかわらず、自分の意志は反映されていない。悪く扱われていないけれど、いいように扱われている。

　私の意志がどうでもいいなら、それは私の中身が要らないも同じじゃない。

　フィオリーナの胸にふつふつと怒りが湧き上がり、反射に近い状態で口を開いた。

「私のこと、勝手にしないで。私のことは私が決めるの。たとえそれが私の為であっても、誰かの言いなりのままの幸せなんて、ごめんだわ」

　敬語も忘れ鋭く言い放つ。フィオリーナは責めるような口調で、問い質した。

「ねぇ、あなたにとって十四年前ってそんなに大事なことなの？」

　アニエッラから聞かされ、エルネストの長い片想いを知ることとなったものの、あまりにも実感がない。

　十四年前のあの日、フィオリーナはチェスでエルネストを打ち負かした。

　今でもあの大虐殺の棋譜を覚えている。相手を痛めつけるだけの為に無意味に敵を追い立て嬲り殺し、盤上とは言え駒たちの尊厳を無視したおぞましい棋譜。

　チェックメイトの声をかけ、戦いの興奮が静まった後に冷静になって盤上を振り返り、フィオリーナは自分のしでかしたことに愕然とした。相手への敬意を持たぬ自分の高慢さと慈悲のない醜さが盤上にありありと映し出されている事に気付き、青褪めた。エルネストがこだわる十四年前の対局は、そんな勝ちだったのだ。

　腕に自信があった男の子が年下の女の子に、勝者であったフィオリーナがいまだに後悔するほどの形で勝負をつけられたことは、強烈な屈辱となって記憶に残ったのかもしれない。しかし、それが恋になり、再会を夢見て舞踏会の招待状を送り続ける、そういった形の情熱になるものなのだろうか。

　エルネストのような美しい男性に長く想われていたことは、単純に嬉しい。はしゃぎたくなるような喜びもあるが、一方で「なぜそうまで想われる？」と腑に落ちないままだ。

　エルネストの心があまりにも見えない。彼の言う「好き」に、自分の心を預けてしまっていいのかと、疑いが消えない。彼の好意を読み解こうとし、そのたびに不愉快な答えに辿り着いてしまう。

「昔に比べて、確かに我が家は貧乏になったわ。でも貧乏になったからって不幸になったわけじゃないの。他人に見下されて意地悪されるのは辛いことよ。でも見下されたからって私自身の価値は落ちちゃいない。私の誇りはもっと別なところにあるから」

　フィオリーナは苦い気持ちのまま、答え合わせをする。

「ねぇ、私のことが好きだというなら、勝手に私をかわいそうな子にしないで。――憐みで感じる好意なら、要らない」

　フィオリーナの目は激しいまでに煌めき、エルネストを睨みつけていた。

　敢然と同情を拒否する言葉に、エルネストはハッと目が醒めたように短く息を吸う。フィオリーナの輝く目をじっと見つめ、彼はぽつりと呟いた。

「……昔のことは忘れちゃったくせに、なんで君は、昔の君のままなの？」

　エルネストは苦しく喘ぐように息を吐き、両手で隠すように自分の顔を覆う。手で隠されたエルネストの顔は見えなかったが、彼の耳は真っ赤に染まっていた。

　いきなりどうした？　突然の彼の変化にフィオリーナは怒りも忘れて、エルネストの赤い耳朶を見入る。

　反抗的なフィオリーナの態度に彼が怒りを感じた、という事はないようだが、あまりにも不可解な反応に戸惑い、何と答えればいいのやら……。エルネストの感情の揺れ幅が予測不能すぎて、フィオリーナは困惑するしかない。

「ねぇ、教えて……あなたのこだわる十四年前の出来事ってどんなこと？」

　顔を隠したままのエルネストに答えを促すと、彼は指の隙間から目を覗かせ、恨みがましい声で呻く。

「嫌だよ、だってフィオは十四年前のことを覚えてないじゃないか。僕だけが、覚えてるなんて、不公平だ」

「不公平って……。だって、十四年前のことも図書室でチェスの対局しただけじゃない」

　思わず口を滑らせ自白してしまったフィオリーナは、慌てて口を押さえる。しかしエルネストは聞き逃すはずもなく、隠していた顔を上げた。

「フィオ、君はあの日のこと、覚えてるの……？」

　驚くエルネストの顔を見て、フィオリーナは罪悪感を覚え早口で弁解する。

「知らないふりをしてごまかしてたのは、ごめんなさい。……ただ、あの時の対局があまりにもひどくて、そのことを蒸し返されるのが嫌だったから……。でも、避けずにちゃんとあなたに謝るべきだった」

　第二王子のエルネストではなく、昔対戦した相手としてのエルネストに頭を下げ、フィオリーナは真摯に謝罪した。

「あの時のことは、ごめんなさい。私はあなたとチェスに対してとても失礼だった。痛めつけるためだけの敬意のない、とても悪い対局だったと反省しているわ。本当にごめんなさい」

　立ち上がり深々と頭を下げるフィオリーナにエルネストは二度三度瞬きをし、それからふわりと柔らかに笑った。

「やっぱり、君は変わらないなぁ」

　エルネストは手を伸ばし、まだ頭を下げたままのフィオリーナの腕に触れる。

「いいから座って、顔をお上げよ」

　エルネストは着席を促し、反省の為か珍しくしおらしい様子のフィオリーナの顔を上げさせて、改めて目を合わせた。

「あの日、僕は大人たちの目を盗んでパーティーを抜け出し、こっそり図書室に忍び込んだ。そこにいた君に『あなたチェスはできる？』って誘われて、二人でチェスをしたけれど……。僕は自分より小さな女の子に得意のチェスでボロボロに負かされて、悔しくて悔しくて――」

　あぁ、やっぱり恨まれていたのか。――好きと言う言葉や優しい態度に翻弄されていたが、どこかで覚悟もしていた。

　でも、ちょっと悲しいな。苦い気持ちで少し笑うと、エルネストは目を細める。

「でもそれ以上に、フィオの何もかもが鮮やかすぎる姿が眩しくて、そっちの方が悔しかった。――フィオ、あの対局の後のこと、覚えてる？」

「……対局の後？」

　なんか特別なことあったかしら？　棋譜は覚えているのに、それ以外のことはあまり記憶にない。フィオリーナが首を傾げると、エルネストは寂しそうに微笑んだ。

「やっぱり、覚えていないんだね」

「……ごめんなさい。あの時の棋譜は覚えているけど……」

　ごまかしではなく、本当に記憶にない。傷付いた目をするエルネストに罪悪感を覚えて謝罪すると、彼は噴き出し笑った。

「棋譜はちゃんと覚えてるって……フィオらしいな」

　彼はひとしきり笑うと、大きなため息をついて肩を竦めた。

「好きになった方が負けって言うけど、本当だね。あの時、フィオを好きになった瞬間、僕の負けが決まってたんだ。変に足掻いてフィオのこと困らせて、ごめん。……でも、少しだけでも君も僕のこと気にかけているって……君の心に僕が住んでいるって思いたかったから」

「……あなたの思う形じゃないかもしれないけれど、あの時対局した男の子のことは、ずっと心に住み着いていたわ。あの棋譜と一緒に、今でも」

　フィオリーナの言葉に、エルネストは泣きたいような笑いたいような微妙な笑顔になった。

「そうか……僕は、君の心に居場所があったんだって、思いあがってもいいんだね」

　彼はフィオリーナに向け手を伸ばす。伸ばされる手にフィオリーナは躰を強張らせたが、ふり払うことなくじっとしていると、彼の指先がフィオリーナの頬に触れる。わずかに触れたその指先がひどく冷たくて、フィオリーナは本能的にその手に自分の手を重ね、自分の頬と手でエルネストの手を温めた。

　冷たい手だったから、温めた。それは憐憫とも違う、柔らかな庇護の気持ちからの行動で、フィオリーナにとって大した意味はなかった。それでもエルネストの心を溶かすには十分な熱を持ち、彼の手を温める。彼はほぅっと安心したように息を吐くと、目元を緩め、それまで口にしなかった軽やかな彼らしくない『本当』をぽつりぽつりと語り始める。

「僕があのパーティーに参加したのは、先代ストラーニ伯爵に会うためだった。彼には僕の後ろ盾の一員になってもらいたかったんだ。権力闘争に打ち勝つための、資金提供者としてね」

「権力、闘争……？」

　不穏な言葉に眉根を寄せると、エルネストは苦く笑った。

「その当時、僕と兄は王位継承を争う間柄だったんだ」

　第二王子のエルネストと兄のランベルト第一王子の兄弟仲が大変良いことは、国民の間でも有名である。その彼らには不似合いで物騒な単語にフィオリーナは絶句する。

「驚いた？　ランベルト兄さんの母君は、隣国の王女でね。と言っても、父に嫁いだ後に生国が政変によって王朝名を変えてしまったんだ。彼女は後ろ盾を失くし、しかも兄さんを産んだ後に躰を壊してしまって……。なんだかんだ理由をつけて彼女の妃の位は廃され、国内の有力貴族であった僕の母が新たな妃となったんだ。でも、兄さんの第一子としての継承順位は変わらない。……ね、揉めそうだなって思ったでしょ」

　きな臭い状況しか思いつかない関係図にフィオリーナが顔を曇らせると、エルネストはごまかすように明るく笑う。

「母の気持ちはよくわからないけど、それでも母の生家が娘を王家に嫁がせたのは外戚となって権勢をふるいたいって目的があったからだ。つまり、ランベルト兄さんが継承順位通り王になっては目的は達成できない。しかもタイミングいいのか悪いのか、母は嫁いで間もなく男の子の僕を産んだんだ。母の生家にとって、ランベルト兄さんはますます邪魔な存在となってしまったんだ」

　エルネストは目を細め、過ぎてしまった遠い昔を見つめているようだった。

「ランベルト兄さんって、小さい頃からすっごく優しくてね。僕がぐずると背負って庭の散歩して、小鳥の巣を見せてくれたりしてね。僕は真面目で穏やかなランベルト兄さんのことが大好きだった。なのに母の生家や大臣たちの派閥争いの道具として、僕はランベルト兄さんと争わなきゃならない。……それをおかしいとも思わずに、僕は大人たちの言いなりになって、ランベルト兄さんを敵として認識し行動していた。そんな時に僕はストラーニ伯爵のパーティーで君に出会ったんだ」

　柔らかに兄を語り、そして苦しく幼い自分を語る。まだ治りきっていない傷について彼は語っているのだと感じ、フィオリーナは何も言わず、頬にあてた彼の手を慰めるように包んだ。

「君のおじい様の老ストラーニ伯は、僕の支援要請をやんわりと断ったよ。『あなた様の兄君様が王位に相応しくない、もしくはあなた様の方が王に相応しい才をお持ちだというのならば、私は喜んで支援いたしましょう』そう言われて、ハッとしたよ。王位を競う事ばかりで、王位に就いた後のことなど何も考えていなかったからね」

「でも、だって……その頃はまだ十やそこらの子供で、周囲の大人にやらされていただけで……」

　小さなエルネストが背負うべき責任などないことは、誰の目にも明らかだ。フィオリーナが子供の頃のエルネストを擁護すると、大人になった彼は首を横に振る。

「いいや、そんな言い訳は通用しない。大人に唆そそのかされていたとしても、僕が狙ったものは王位なんだ。この国の民の未来を左右する、そういう重いモノだと子供であっても、王子である僕は知ってなきゃいけなかった」

　エルネストは少し黙ってから、また話を続ける。

「老ストラーニ伯爵の支援が受けられそうにないことに、周囲の大人たちは誰の責任だなんだと揉めていたよ。僕はそんな大人たちと同じ空気を吸うのが嫌で、パーティーから抜け出した。誰にも会いたくなくて、逃げ込んだ先の図書室にフィオがいたんだ。――それまで神童だともてはやされていた僕が見識のなさを指摘され、打ちひしがれていたのに、自信のあったチェスでも小さなかわいい女の子にズタボロに負けて。ホント、踏んだり蹴ったりだったよ」

「……その節は、ごめんなさい」

「いいや、そのおかげで思い知ったよ。僕は大したことない奴だって。でも大したことないってこと、簡単に認めたくなくて、僕は君に言い訳したんだ」

　チェスに負けて落ち込んでいたエルネストに、勝者である小さな女の子は同情したのか隠し持ってきていた焼き菓子を差し出した。一緒に食べましょう、そう言った女の子の隣に座り、焼き菓子をちびちびと齧りながらエルネストは女の子に自分の正当性を弁解した。

　兄よりも自分が優位であり、自分は兄よりも大人たちに期待されていて、大人たちは兄よりも優秀な自分を好いている。自分を負かした女の子に「チェスでは負けたけど自分は兄に勝るほどすごいのだ」と必死に言い募ると、女の子は「ふ～ん」と興味なさそうに相槌を打ってから、首を傾げた。

『それで？　あなた、お兄様よりも自分が！　って言うけれど、お兄様のことが嫌いなの？』

『いいや、個人的には嫌いじゃないよ。でも……みんなの言う正しいことをする為には、個人的な感情に惑わされず兄を退けてでも――』

『変なの。あなたが嫌ってもいないお兄様とケンカまでしてしなきゃいけない正しいことってなぁに？　正しいことするのはすごいけど、誰かの言いなりの正しいことするなんて変。誰かのために戦ってもいいけど、誰かに言われたからってお兄様とケンカするなんてもっと変。――私、そんなのおかしいと思うし、私ならしたくない』

　大人が結った髪を解き小麦畑色の髪を遊ばせ、窮屈な靴を脱ぎ捨てて裸足を空に泳がせる、誰にも媚びない勿忘草の瞳。どんな束縛も退ける誇り高い自由を体現する女の子は、獅子のように毅然と頭を上げ言い切った。

『私は、私が正しいと思ったことのためにケンカするわ』

　大人たちに縛られ雁字搦がんじがらめだったエルネストを目覚めさせる、かわいらしくも力強い声。小さな女の子はたった一声で、エルネストを縛る他人が用意した正しさを断ち切った。

「誰かの為に生きたとしても、誰かの言いなりには生きない。自分のしたくないことはしない。自分の信じる正しさのために戦う。――あの時の君はそれほど深い意味で言った言葉じゃないかもしれない。でも僕には、暗闇を照らす灯と同じものだった」

　エルネストはフィオリーナの温度に温められた手で彼女の頬を小さくくすぐり、熱っぽい目で勿忘草色の瞳を覗き込む。

「この十四年間、君を想わない日はなかった、なんてことはないけど……そうだな、何かあるたびに君のことを考えてたよ。あの子ならどうする？　あの子ならどう考える？　どんな手を打つ？　あの子なら、ちゃんと顔を上げ続ける道を選ぶはずだから！　……そうやって、君がくれた灯りをかざして、兄と戦わなくていい僕の信じる正しい戦いをしてきた。――国を二分するような王位継承争いが起こらなかった事、兄も僕も揃って生きてここにいる事、すべてがフィオのおかげなのだから」

「そんな……大げさすぎるわ」

　困惑にフィオリーナが目を逸らすと、エルネストはさせないとばかりに彼女の顔を引き寄せ、同時に自分の顔を近付けた。急に近くなった距離に驚き椅子から腰を浮かせるとエルネストも立ち上がり、駒のないチェス盤のちょうど真上で二人は向き合う。

「ねぇ、僕が君を好きでは変かな？　だって君は僕に新しい生き方をくれた、僕の女神なんだよ」

　いつもの軽やかさは鳴りを潜め、重いまでに低い甘い声でエルネストは囁く。わずかな動きも逃さぬ彼の真剣な視線は、圧をもってフィオリーナに絡みついた。

「好きだよ、フィオリーナ。十四年前からずっと、君が好き」

　エルネストがフィオリーナに向ける想いは、勘違いや思い過ごしとごまかすことができない真っすぐさで、フィオリーナの胸へ飛び込んできた。真正面から受け取ったフィオリーナの心臓は、みっともなく浮き足立ち鼓動を速くする。

「で、でも私、綺麗じゃないし、素直でもない……」

　卑下するわけではないけれど、見目麗しい人々が立ち並ぶ王宮でひときわ輝くエルネストを前にして、胸を張れるほど自分に自信があるわけじゃない。弁解めいた言葉で目を伏せると、エルネストは声を漏らし笑った。

「なんで？　僕は十四年前にフィオに恋したんだ。無邪気な少年時代も多感すぎる思春期も、いい大人になった今でも君が僕のタイプなんだもの。いいなって思う女の子も、ムラムラする女の子も、全部フィオに似てるかどうかなんだから。十四年も君に片想いしてた僕を舐めてもらっちゃ困る」

「呆れた。あなた、自分の女神に欲情してたの？」

「だって仕方がないよ、こんなにもかわいい女神なんだもの」

「……変な人」

「変な人は、嫌い？」

「そうね、嫌い……じゃないかもしれない」

　フィオリーナとエルネストは目を合わせ、互いに顔を寄せる。見つめ合ったまま温かい唇を触れ合わせ、軽くキスをした。

「嫌いじゃないってことは、フィオも僕を好きってことでいい？」

　いたずらっぽく確認するエルネストに、フィオリーナは彼の美しい顔を軽く睨んだ。

「どうとでも……お好きに受け取って」

　余裕のある言葉ではぐらかせたフィオリーナの顔は、頬どころか耳までも真っ赤にし目は泣きだしそうに潤み、唇は震えている。引きつった微笑みではいっぱいいっぱいであることをまったく隠せず、余裕とは程遠い様だった。

　精一杯の背伸びでいまにも崩れてしまいそうなのに、強がってみせる。エルネストには素直になれないフィオリーナが、いじらしく思えた。

「フィオは僕のことが好き、堪らなく好き。これからもっと好きになる。――好きで好きで、おかしくしてあげる」

　おまじないでもかけるようにフィオリーナの眉間にキスをして囁くと、エルネストは彼女の頬を優しく撫でた。

「……あ、ぁ……や、ン」

　ずっと頬を触れていたエルネストの手は明確な意志を持って頬を後にし、耳を掠め、首筋へと降りていく。ただ触れられているだけなのに、じわりじわりとエルネストの熱が沁みこみ、フィオリーナの唇からは吐息が止めどなく溢れる。

　親指の硬さ、手のひらの温度、皮膚の細かな質感。フィオリーナの皮膚は、彼の手の感触を貪欲に追いかける。ザラザラしてカサカサして、スベスベで、温かくて……。彼の手から伝わるいろいろな情報を、ひとつ残さず味わおうと神経を集中させてしまう。

「～～んっ、ぅう、う」

　エルネストは自分の指先が触れた場所を確認するように、唇でもその軌跡を追う。頬に柔らかくくちづけ、耳朶を唇の表面だけ滑らせ、首筋の皮膚は舌で舐め、そして吸い上げられ。

　チリリとした痛みとともに、甘やかな痺れがフィオリーナを責め苛む。唇が離れると、吸い上げられた痕はむず痒く熱を帯びる。無意識のうちに肩を竦め、首筋への愛撫を避けようとする。しかし、エルネストがそんなことを許すはずもなく、彼は大きく口を開け、吸血鬼のようにフィオリーナの首筋に犬歯を押し付けた。

「キャゥッ、～～ァ、あッ、ぅん、ッア！」

　浅く食い込む歯の尖りに、肌の下のもっと深い部分が騒めく。高まる過敏な神経は、すべての感覚を快感に変換し、彼の言うようにおかしくなってしまいそうだ。

　この熱い感覚がもっと欲しい。――はしたなくも直情的な欲求に目を閉じ瞼を震わせると、首筋からエルネストの唇が離れていく。

「ぇ……ぁ、ん」

　不満を隠しきれなかったフィオリーナの吐息に、エルネストはさざめくように笑い、再びフィオリーナの唇へキスをする。軽いリップ音を漏らし、何度も触れるだけのキスを繰り返し、時折唇を軽く噛む。

　柔らかな快感を幾重にも重ねながら、犬歯を立て赤く色づいてしまった首筋の皮膚を撫で、強烈な快感も与えられることを主張する。

　緩急をつけたエルネストの攻め手に、いつもはチェスで翻弄するフィオリーナが翻弄されている。反撃したくとも机についていた手は震え、いつ崩れてもおかしくない。

　机を挟んだまどろっこしい距離とキスだけを繰り返す進展しない局面に、フィオリーナは焦れて思わず声を上げた。

「ねぇ、もう少し気の利いた場所はないの？」

　事実上の敗北宣言をし、フィオリーナはエルネストを睨む。盤上を挟んだやり取りでようやく勝者となったエルネストは嬉しそうに笑い、気の利いた場所の提案をした。

「そうだな、隣の寝室なんてどう？　遠くもないし、ちょうどいい硬さのベッドもあるんだ」

　エルネストの笑顔にフィオリーナは赤い顔を悔しそうに歪め、彼の首に腕を回した。

「じゃあ、そこに案内して」

「仰せのままに、僕の女神様」

　エルネストは恭しくくちづけ、フィオリーナの背と腰の下に腕を回して横抱きにすると、いつもよりも足早に寝室へと凱旋した。






　貴重な宝物を扱うような慎重さでベッドに寝かされ、その丁寧さが彼の告白を聞いた時のような気恥ずかしさを思い出させ、顔が熱くなる。フィオリーナは火照った頬を見られたくなくて、エルネストの首に絡めた腕を解かずに彼の肩口に顔を埋めたままでいた。

「ねぇ、少し腕を緩めてくれないかな？」

「……いやよ」

　フィオリーナの拒否にエルネストは小さく笑い、首元に彼女の腕を絡みつかせたままのしかかる。フィオリーナと頬を擦り合わせる形で顔を枕に埋める。

「いやいや、本当に息が苦しいのだけど」

　そうぼやきながらもエルネストの手は迷うことなくなめらかに動き、手元が見えないにもかかわらず器用にドレスのボタンを外していく。素っ気ないほど質素なドレスは飾りリボンも装飾のための多すぎるボタンもなく、呆気ないほど簡単にフィオリーナを包み隠すことを放棄する。次第に露わになる肌が、外気の冷たさを感じ取り、今自分は服を脱がされているのだと実感した。

　冷たさを拾っていた肌は恥ずかしさに上気し、汗ばむほど暑くなる。躰の中から滲みだす熱にむずかると、エルネストの少し冷たい手が触れ、ヒヤリと肌を冷やした。

　彼の手はドレスを脱がせ落としながら、侵食していく。怯える肩を、速い呼吸で上下するデコルテを、ふるりと震える乳房を、慄くわき腹を。

　エルネストの手がフィオリーナの熱が移る頃には、ドレスどころか下着まで脱がされ、生まれたままの姿で彼に縋り付いていた。

「恥ずかしいから、見ないで……」

「見なくてもできるけど……たぶん、もっと恥ずかしくなるよ？」

　身を縮めるフィオリーナに笑いながら囁き、それまで優しく触れるだけだった手が豹変する。圧をもってもぎ取らんばかりに乳房を掴むと、捏ねるように揉み解される。グネグネと形を変える乳房は、痛みではなく鈍い快楽を感じ取っていた。

「ぁ、ゃあ、ぃヤァ、ンッ、んんぅ、ぅやッ」

　じわじわと快感の度合いが増し、手荒に扱われているにもかかわらず、口からは甘えた猫のような啼き声が漏れてしまう。

　暴力的な愛撫に悦んでいる自分の躰の変化が自分でも受け入れられず、無意識に逃げを打つ。フィオリーナの惑いながらも逃げる腰をエルネストは指が沈むほど強く掴み引き寄せ、太腿の間に強引に膝を割り入れる。エルネストが膝で太腿の内側の肉を嬲るように擦ると、ピリピリと痺れるような感覚が湧きおこった。違和感とも違うゾワゾワとした謎の感覚で、まだ触れてもない陰部の奥がキュッと収縮した。

　え？　なんで？　――戸惑いに震えるフィオリーナをエルネストはさらに追い込んでいく。

　乳房を嬲っていた手が、下へ向かって徐々に侵攻を始める。強い圧のままあばらを通過し、腹部の上部、臍の上を掠め、下腹の柔らかな肉を手のひらで抑え込む。

　内臓を真上から検分するようにジクリジクリと押し込まれると、皮膚を隔てているのにもかかわらず内臓そのものを触られている、そんな錯覚さえしてしまう。内臓を辱める彼の手は、恥骨の上をくぼませ、その下にある器官を執拗に嬲る。グッと押し込む指は、胎の奥にある目的地を刺激した。

「ひゃぅっ！」

　息苦しさではなく、重苦しいまでの感覚に悲鳴を上げる。抑え込まれた胎の奥にあるソコが震えている。恐怖ではない、期待だ。フィオリーナを守るはずの内部は、キュウキュウと伸縮をしながら期待し、暴かれるのを待っている。

　乱暴な行為に恐怖を感じる程なのに、荒く扱われる乳房も太腿の柔らかな皮膚も下腹も、好い好いと快楽に震え悦んでいた。怖いのに、気持ちイイ。見られていないのに、恥ずかしい。訳のわからない情動に躰の内も外も蠢き、フィオリーナをますます混乱させる。

「んっぁあっ、ぁ、ゃ、やだ、そんな……つよく、しない、でっ！」

　泣き言同然の声を上げると、エルネストは低く笑う。

「だって、手元が見えないもの。加減できないのは仕方ないよ」

　嘯うそぶく意地悪な声は熱い吐息とともにフィオリーナの耳元に吹きかけられる。縋り付いたエルネストの首筋は呼吸と鼓動をダイレクトにフィオリーナに伝えている。速くて荒い息遣い、強い鼓動、喉奥をグルグルと獣のように唸らせ、エルネストはフィオリーナの躰をまさぐっている。彼の興奮がどれほどのものか肌で感じると、皮膚の上から嬲られている胎の奥が一層キュウキュウ収縮し、とろりと中から涎を垂らしだす。

　つぅと内部から何かが伝い落ちてくる。いつの間にか陰部は湿り気を帯び、柔肉のあわいがくちゃりと粘った音をたて始めた。

　エルネストの膝が大腿の肉を擦ると、引きつられた肉のあわいが形を変える。クチュっと小さな音を漏らすと、下腹を嬲るエルネストの手はさらに強く下腹を撫でまわす。

　クチュクチュクチュ。断続的だった水音の間隔は短くなっていく。まだ触ってもいない陰部はすでに愛液に塗れ、濡れそぼっていた。

「ぁ、や、なん、で……？」

　疑問を口にすると、エルネストは「ククク」と声を漏らし笑う。

「え？　どうしたの？　なんか変？　僕が確認してあげる」

　わざとらしい声でそう言うと、下腹を嬲っていた手が陰部に忍び込んでいく。恥骨を撫で、薄い下生えを掻き分け、肉のフードに隠された何かを摘んだ。

「～～ャアァッ！」

　突然の強い刺激に背骨がしなる。電撃にも似た強烈な感覚にフィオリーナは目を白黒させ、さらにエルネストにしがみつく。

「ココ、すごく熱いしちょっと硬くなってるよ？　大丈夫かな？　もうちょっと、確認してみるね」

　楽しそうに笑い、エルネストは手探りで辿り着いた（と主張する）問題の個所の点検に入った。赤く腫れぼった小さな花芽を指先で摘み、優しく扱き、撫で擦る。その度にフィオリーナは艶やかな悲鳴を上げ、腰を跳ねさす。釣り上げたばかりの魚のように躰を飛び上がらせ、フィオリーナはジンジンと響く衝撃に啼き続けた。

　エルネストの息はさらに荒くなり、低く唸るように呼吸を繰り返して、時折凶悪な笑い声を漏らす。

「フフ、フィオ、ココ、ベタベタになってる。ぐちゃぐちゃで、大変な感じ。僕、フィオの躰が心配だよ」

　低く笑いながら、エルネストは花芽から手を離し、さらに奥へと侵入した。滴るほどに濡れた陰部をひと撫でし、エルネストの指はツプリと音を立て、あわいの中へと沈んでいく。

「ヒッ！　～～ぁ、あ、ぅふっ」

　くねくねと旋回しながらエルネストの指は粘膜の合間を進んでいく。クチュクチュと躰の中から濡れた音がするたび、異物感とむず痒さに内股が痺れる。自分でも触れたことのない内臓へとつながる隘路に他人の指を挿し込まれている。

　はじめて意識する粘膜の存在に驚いていると、エルネストの指はくにくにと曲がり、繊細な粘膜の中で何かを探していた。エルネストの指はスラリと長く、男にしては細い部類だろう。その特性を生かすように、エルネストの指はフィオリーナの中で自在に動き、遂にはその場所を探り当てた。

　クッと曲がった彼の指の腹が、ソコを掠める。

「ああああ……ッ」

　花芽を弄られた時とは別の、衝撃に身体中の筋肉が収縮する。ぎゅっと縮んだ肉筒はエルネストの指を絞めつけ、さらにフィオリーナの中を蝕む。

「ココ、触っただけでこんなに絞めちゃって、フィオってば敏感すぎるよ。こんなエッチな躰で、僕をどうする気？」

　どうもこうもない！　文句を言いたくとも、フィオリーナの口からは母音を甘く響かせるだけが精一杯。

　チュッチュッとくちづけにも似た濡れた音を立て、蜜口を嬲り遊ばれる。気付くと内臓を嬲るエルネストの指は三本に増えていた。異物を押し込まれる違和感はとっくに消え、中でバラバラと動く指にフィオリーナは甘く啼く。ヒクヒクと下腹を波打たせ悶えるうちに、両足は大きく開き、エルネストの侵略を受け入れていた。

　片腕で抱き留められたはずが、いつの間にか彼の両手は自由になっている。片手で乳房を、片手で陰部を愛撫され、フィオリーナの腰は逃げるどころか彼に擦り寄り懐き、さらなる愛撫を欲しがる。

　フィオリーナはエルネストの手に翻弄され、悶え喘いでいると、エルネストが大きく息を吐いた。

「やばい、僕が限界……もう、いいよね？」

　いつにない焦りを滲ませた声で呟くと、エルネストは自分で下衣をずり降ろし、取り出した男根で濡れたフィオリーナのあわいをひと撫でする。

　フィオリーナの躰のどの部分よりも熱いモノが触れた。ビクリと躰を跳ねさすと、エルネストはくぐもった声で懇願する。

「ごめん……優しくするつもりだけど、できなくても、逃げないで」

　切羽詰まった声は縋るようで、哀れさもある。何だかそれがおかしくて、フィオリーナは少し笑って答えた。

「逃がす気、ないくせに」

　フィオリーナの声に励まされたのか、エルネストも小さく笑う。そうして、擦り合わせただけの切っ先がずぶりと埋め込まれた。

「～～ッ！」

　指とは比べ物にならない質量と圧迫感に声もなく叫ぶ。小さな痛みはあるものの、それを感じる間もないみっしりとした圧をじわじわと捩じ込まれ、フィオリーナは髪を振り乱す。

「フィオ、ちから、ぬいて」

　苦しそうに喘ぐエルネストの言葉は理解できても、どうしたらいいかわからない。コントロールの利かない躰に翻弄されるフィオリーナも彼同様に苦しく喘ぐと、エルネストは彼女の頭を撫でた。

「ね、腕弛めて？　キス、しよ？」

　それならできそうだ。フィオリーナは素直に従い、彼の首に絡めていた腕をようやく緩める。

「腕は、このままでいいよ、僕の背中にしがみついて」

　正面から顔を見合わせる程度に腕を緩めさせると、エルネストは苦しいながらもにこりと笑い、フィオリーナの鼻先に自分の鼻先を擦り合わせた。

「かわいい、フィオすごくかわいい、全部好き」

　拙い言葉で笑いかけ、エルネストは喘いでいるフィオリーナの唇に唇を重ねる。開いていた唇の合間にはすぐに舌が入り込む。舌先は丁寧に彼女の中を探り、彼女が快を示した部分を重点的に責め立てる。舌の側面と裏側、頬の内側、ザラリとした上顎の裏側。嬲られるたびに快感にヒクヒクと喉奥が震え、じゅっと唾液を啜り合うと躰中が甘さに蕩ける。

　いつの間にか緊張の解れた躰からは力が抜け、エルネストの男根は深く挿し込まれていた。狭い肉筒の内側は彼の形がわかるほどに引き延ばされ、ぎちぎちに詰まった彼の鉾を包んでいる。じっとしていてもゴツゴツとした硬くて熱い男根の存在感は大きく、わずかに動いただけでもその形がフィオリーナの中を刺激する。

「ぁあ、ん、ぁ、やぁ、ん……おっきぃ、から、ぁ、だめ、いっぱい、すぎるの……かたぃから、うごか、ないでぇ、」

　正直に状況を報告し無理だと懇願すると、エルネストの男根はビクビクと震えながらさらに大きく硬くなる。

「～～っな、なんで、おっきくする、のぉ？」

　非難の悲鳴を上げると、逆にエルネストが唸る。

「う～～っ！　我慢してるって言ったでしょ、なんで煽るの!?」

　なぜ叱られる？　フィオリーナが戸惑いに眉を寄せると、エルネストは大きく息を吐いて、フィオリーナの腰を抱き寄せた。

「ごめん、無理。限界」

　そう言うと同時にエルネストは腰を突き上げる。

「ヒッ！　～～ああああああああッ！」

　肺の空気をすべて出し切るほど、フィオリーナは叫んだ。強い衝撃と共に内臓がひしゃげるほど男根を突き立てられる。背筋を通って電流が後頭部を突き上げる。切っ先がズンッと深く奥を叩くと、フィオリーナの躰も頭も白くスパークし、意識が軽く飛ぶ。声もなく仰け反るとエルネストの腰が密着し、ようやく彼の全部が収められたことを知った。

「あ、あぁ、ぃや、ぁあああ、あ、ぁ」

　彼の切っ先がフィオリーナの胎の奥を突き破るように叩きつけられ、鈍痛にもがく。しかしその痛みは次第に色を変え、鈍い痛みは重々しい快楽へと変わっていく。

　ゴツゴツとした側面に擦られるたびに甘い火花が飛び散り、奥底を叩かれるとドンっと衝撃と共に快感で躰が圧し潰される。その度に瞼の裏はチカチカと白く瞬き、彼を抱き込む膣はヒクヒクと痙攣し収縮を繰り返す。

「～～ぉ、っ、ぁ、ぁ、ン、ぁ、う」

　もはや喘ぎすらも出せず、重すぎる快楽に呻く。強すぎる快感に断続的に意識が飛び、フィオリーナは嫌とも良いとも言えず、ただ躰を震わせる。背中を汗みどろにし腰を打ち付けているエルネストもフィオリーナ同様に何も言えず、低く呻くだけ。

　彼の重々しい息遣いは次第に間隔を狭め、同時にフィオリーナを突き上げる速度も速まる。

「フィオ、フィオ、ぁ、あ、フィオ、僕がフィオを抱いてる……ッ！　僕のフィオ、僕のフィオだ」

　エルネストは感極まったように吠えると、ずるりと矛を後退させ、そして一気に奥まで突き上げる。

「ああああああああああ！」
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　チカチカと瞬く光に焼かれフィオリーナが叫ぶ。強く収縮した躰の奥底に煮えたぎるよな何かがぶちまけられた。熱い、そう感じるとフィオリーナの胎はさらに収縮し、受け止めきれない快楽は白いハレーションとなって彼女の意識を焼き尽くした。






　ベッドの周りに散らばる衣服、乱れたシーツといつもの寝起き以上に絡まる髪。シーツで隠してはいるが全裸で、自分で見える範囲だけでも肌に赤い痕が散らされ、虫刺されとごまかすには無理があるものもいくつか残されている。身体を捩ると腰やら股やらの関節がギシギシと軋み、おまけにデリケートなあらぬ部分の薄い粘膜がヒリヒリと疼き、まだ異物が入っているような違和感でこの上なく気まずい。

　疼痛に耐えながらわずかに身を起こすと、躰の奥からとろりと何かが伝い落ちた。それが何であるのか確認するまでもなく、心当たりならありまくる。もはやため息すら出ない。

　昨夜の情事の名残がこれでもかこれでもかとばらまかれていて、あれは夢や幻や妄想の類ではないと痛いほどにフィオリーナへ突きつける。実際、あちこちが痛い。

　これで嘘偽りなく肉体関係になってしまったのね……。フィオリーナが頭を抱えていると、昨夜の獣じみた盛りっぷりなど嘘のような、清らかな美しい顔で眠っていたエルネストが、ふるりと瞼を震わせる。

　長い睫毛の間から美しいペリドットをのぞかせ、彼はまだ夢見心地のぼんやりとした様子でフィオリーナに笑いかけた。

「フィオ、どうしたの？　すごくエッチな格好してるね……どうしよう、カワイイ……シたい、エッチなフィオと、シたい……」

　エルネストは寝ぼけているのか随分と直接的な欲求を口にする。

「ちょっ、と……寝ぼけてないで！　起きて!!」

　フィオリーナはシーツで身を守りながら後退りすると、エルネストの目は次第にはっきりとしたものになっていく。やがて覚醒したのか、エルネストは欠伸をしながら猫のように伸びをし目元を擦る。

「おはよう、フィオ。朝一番に君の顔が見られるなんて最高だな……すごく、シたい」

　綺麗な笑顔でエルネストはとんでもないことを口走り、フィオリーナににじり寄る。寝ぼけてなくとも直接的なエルネストに呆れつつ、フィオリーナはもう一度声をかけた。

「それはもういいから！　とにかく、起きて！　起きて、これからのことちゃんと話し合いましょう？」

　これからという単語に、エルネストはピタリと動きを止める。姿勢を正して座り直し、真面目な顔でフィオリーナに向き直った。フィオリーナはようやく話をできる体勢になったことにホッとしながら、これからを話し合ううえで、うやむやになっていた事柄の整理をした。

「あのね、いろいろ確認したいこともあるの。まず、舞踏会の招待の件だけど……あれってやっぱり、あなたが私を呼び出したくて送っていたの？」

　フィオリーナの疑問に、それまで余裕だったエルネストの耳が赤くなっていく。

「……そうだよ。フィオがデビュタントの時のパートナーになりたかったけど、それは無理そうだから二曲目の時に声をかけようって構えていたんだよ？　なのに、君ってばパートナーと一曲踊ったらすぐに帰っちゃうし……。だからリベンジしたくて何度も招待状送ったけど、いつも断られて……。僕の計画では舞踏会で再会して、イイ感じになってお付き合いしてっていう、そういうのを狙ってたんだけどね」

「……それはごめんなさい。そんな期待をされていたなんて露ほども思っていなかったから……。じゃあ、私の侍女採用ももしかして？」

「あぁ、そうだよ。僕の侍女になってもらって、そこで時間かけて口説こうって思ってだよ。手違いでアニエッラの侍女で登録されるし、訂正しようにも君に断られるし……妨害されてるんじゃないかって疑うくらい、君との事はすんなりことが進まない」

「あ～、そう、でしたね……」

　採用時に「手違いがあったので」と担当変更の打診があったが、提示されていた給金が下がると思って担当替えに応じなかったが……。応じていたらエルネストの侍女になって朝から晩まで口説かれることになっていたのか……。

「いや、担当がどこでも状況はあんまり変わってないですよね？　なんやかんやと理由つけて、私を呼び出してチェスしながら口説いていたし」

「でも、僕の担当なら、フィオが同僚に意地悪されるなんてことはなかったはずだよ。君に変なヤツが近付いてこないか、朝から晩まで警戒できたし」

　苦々しく吐き捨てるエルネストに、やれやれとフィオリーナは肩を竦める。

「あなたが警戒しなくとも、私はそうモテる方ではないし、意地悪されていたといっても無視されたりお掃除したり、くらいで……。無視されなくとも仲良くなれそうな人たちではないし、お掃除も実家で散々してて、掃除を命じられてもたいして困ることは……」

「僕が嫌なの！　大好きな女の子が意地悪されている状況に我慢できないの！　君が困ってるとか困ってないからとかじゃなくて、僕の大事な人が悪意を向けられて何かをされているの、見ているだけなんて嫌なんだってば！」

「そ、そう、だったのね……あの、ありがとう」

　頬を染めてのエルネストの熱弁に、フィオリーナは気恥ずかしくなってしまう。しばらくもじもじと頬を赤くし、互いに視線を逸らした。

「じゃ、じゃあ、別の大事なこと！　――こういう間柄になっちゃった私の扱いについてだけど……」

「こういう、って？」

「……肉体関係よ！　侍女の解雇の撤回をしてもらおうにも、本当に関係しちゃうとか……最終的に同意したのは私だけど……どうするのよ……」

　まだ復職を諦めきれなかったフィオリーナは大きなため息をつく。弟の学費はどうなるのだ？　頭を抱えると、エルネストはにっこり笑った。

「せっかくだし、僕の公式の愛妾になりなよ」

「公式の、愛妾……」

　声に出して確認すると「愛妾」という言葉がやけに重くのしかかる。

　王族やそれに準ずる高位貴族の間には「公認愛妾」という制度がある。位の高い者の婚姻はあくまでも家や国を血縁で繋ぐ手段であって、個人的感情を挟める余白はほぼない。愛も情も生じない繋がりで家族を形成せねばならない、そんな彼らの心身を慰めるのが愛と情で繋がる公認愛妾であり、法的にも認められている貴人の私的なパートナーである。

　私的な関係と言っても、王族のパートナーとしての身分が保証され、その振る舞いも許される。歴代の公認愛妾の中には正妃にも勝る権勢をふるった者もいるほどだ。けして日陰の身、というわけではない。しかし、あくまでも愛と情で繋がる間柄。形を持たない愛と情が切れてしまえばお役御免となる、そういった立場なのだ。

「そんな、不安定な職業……困るわよ」

　王族の公認愛妾を辞めた「その後」のことを考えると、どうしても暗澹とした想像しかできない。

「公認愛妾なら、侍女よりもずっと給金は高くてね。侍女をやるよりも早くお金が貯まるよ。それに、愛妾は公職扱いだから辞めても年金があるんだ。老後も安泰だね」

「うっ……高給……年金支給……！」

　大好きな単語に思わず反応してしまう。

「それに公認愛妾は生活すること自体が公務だからね、身の回りのものはすべて経費扱いで、国に請求書を回せるよ」

「うぅっ……すべて経費扱い……請求書を回してもいい」

　魅惑的な単語が次々に現れ、フィオリーナの目がキラキラと輝く。心がぐらつくフィオリーナにエルネストはとても綺麗な笑顔を向け、囁いた。

「諸手続き、書類作成に係る経費は当方がすべて負担。今なら何と支度金に加えて、ひと月分の基本給与先払い」

「うぅぅっ……お得感満載……！」

　土地権利などの大金が動く契約交渉にはチェス同様に冷静な勝ち筋を読めるフィオリーナだが、小金が絡むと途端にポンコツになる。フィオリーナ本人は「自分はしっかりしている」と思い込んで気付いていないが、エルネストにはすっかり見破られているらしい。

　怪しいまでに優しい微笑みのエルネストに見守られながら、フィオリーナは熟考に入る。

　弟の学費を貯め終え実家に帰ったとして、次にフィオリーナを待ち受けるのは結婚問題だ。落ちぶれたとはいえ伯爵令嬢なので、結婚相手はそこそこいるだろう。しかしほぼ全員が、伯爵令嬢と結婚したい男たちであってフィオリーナを好いての結婚ではない。

　たとえ愛妾扱いであったとしても、エルネストが望むのは伯爵令嬢でなく、フィオリーナ本人である。

　形のない愛なんかに頼って生きるなんてバカバカしい。昨日までの自分ならそう言い切れていただろう。

　大好きな女の子が意地悪されている状況に我慢できない。そう言ってくれたエルネストに愛され、愛を形に変え味わう悦びを昨夜知ってしまったのだ。知ってしまった以上、知らなかった自分にはもう戻れない。

　伯爵令嬢という肩書を愛する男に嫁ぐことが本当の自分の望みなのかと自問すれば、答えはひとつしかなかった。

「ねぇ、私のこと、大事な人っていつまでも思ってくれる？」

　緊張に震える声で問いかけると、エルネストはフィオリーナを抱きしめ、何度も頷いた。

「ごめん、うまく言えないけど……大事な人、だけじゃ足りないんだ。――大事でかわいくて、僕のこともっと好きになってほしくて、誰にも渡したくない。傍にいてほしい、もっと愛したい。そういうたくさんが詰まった人って思ってるから……。大事な人だけじゃ全然言い表せていないから、その約束だけでは足りない」

　エルネストはそう言うと、フィオリーナの唇にくちづける。

　啄むだけのくちづけにさえフィオリーナの躰に簡単に火を点け、くちづけが深まる頃には、フィオリーナの目はトロンと潤んでしまう。

「さっそくだけど……シたい」

「……また？」

「うん、何回も、いっぱい、シよ？」

「もう……仕方ない人」

　口では呆れながらも、フィオリーナの目は彼の暴挙を待ちわびている。

　昨夜の激しさなど忘れてしまったのか、エルネストにキスで蕩けたフィオリーナの躰からはすでに力が抜け、彼女は柔らかに笑った。










　フィオリーナがエルネストの愛妾になったことで、戴冠式を控えた宮廷ではちょっとした騒ぎになった。有力貴族とはとても言えないストラーニ伯爵家の令嬢が第二王子の愛妾の座を射止めてしまったのだから、無理もない。

　パーティーに出席するたびに、フィオリーナのもとには嫉妬丸出しの嫌味や苦情が殺到した。

「いったいどんな手でエルネスト様を騙したのかしら」

「侍女の立場を利用して、無理やりエルネスト様に迫ったそうよ。エルネスト様が責任を感じ、やむを得なく愛妾としたと聞きましたわ」

「まぁ、エルネスト様がおかわいそう。嫌ぁね、卑しい方って」

　令嬢たちに取り囲まれ嫌味を言われても、フィオリーナ本人はどこ吹く風。それよりもパーティー毎に新調するドレスの値段に、フィオリーナは強いストレスを感じていた。

（あ～、今日のドレスも恐ろしい値段だったなぁ……。衣装費用は経費で私が支払わなくてもいいとはいえ、こんな高いドレス……もっと他のことにお金使いたい……）

　苦痛に満ちた表情で令嬢たちの嫌味を聞き流していたフィオリーナを見て、勘違いしたエルネストのこめかみにビキリと血管が浮く。

「おやおや、僕は女性の嘘をすっかり信じ込み、迫ればホイホイと懇ろとなる頭のネジの緩いかわいそうな男だと思われていたとは……。いやはや、そちらのレディたちはこのように哀れな僕にも憐憫をかけ同情してくださる、なんて慈悲深いのだろう」

　エルネストは美しく微笑みながら、相手以上の嫌味で応戦するのだから始末に負えない。

　傍から見てもフィオリーナに夢中なエルネストに、エルネストを狙っていた令嬢たち以外の宮廷人らは「お幸せに」と生温い笑顔で見守っている。






　ようやく思いを叶えフィオリーナと結ばれ半年、大好きすぎる愛妾を得て毎日が我が世の春であったエルネストだったが、幸せな蜜月は思った以上に短かった。

　一月後に迫った戴冠式の準備に、王宮内は使用人から官僚や大臣まですべての関係者たちが慌ただしく駆け回っている。もちろん戴冠式の主役の新国王ランベルトの忙しさは格段だが、弟のエルネストも王家の一員として戴冠式とその前後に行われる一連の行事の準備と打ち合わせでてんてこまいだ。

　戴冠式の準備が佳境に入ったことで第二王子であるエルネストの仕事量が激増し、二人の愛の巣である離宮で一日中愛を交わし合う優雅な生活など送れず、彼は相変わらず第二王子の部屋で元気なく暮らしている。

　新居である離宮に戻っても王宮へとんぼ返りのエルネストに無駄を嫌う愛妾のフィオリーナが「時間と馬車代がもったいない！」と、戴冠式が終わるまでしばらくの間は王宮に暮らすよう命じた、という。あまりにも現実的でロマンスもへったくれもない理由が憐憫を誘うらしく、忙しいはずの兄ランベルトが傷心の弟を何度も励ましに来るほどだ。

　そのエルネストも本日は機嫌がいい。フィオリーナが諸手続きの為に王宮へやってくることで、久しぶりに彼女との時間が取れるのだ。エルネストは忙しくもニコニコと微笑みを浮かべ、仕事に励んでいた。侍従長や司祭たちとの打ち合わせを終えると、跳ねるような足取りで自室に戻っていく。

「たっだいま～！」

　元気よく自室の扉を開けると、アニエッラとフィオリーナが窓辺の小さな机を囲み、楽しそうにおしゃべりをしながらお茶を飲んでいた。

「エル兄さま、もう戻ってきたの？　せっかくなんだから、今日は徹夜で仕事をしてきてもよかったのに」

　兄を労わる気などまったくないアニエッラはそう言い捨てると、おもむろに席を立つ。

「じゃあ、私もう行くわ。フィオリーナ、お前、明日からはちゃんと私の部屋へ挨拶しに来なさい。私に出向かせるなんて、生意気よ。王宮にいる間は日参すること。いいわね？」

　アニエッラの言葉を翻訳すると「王宮にいる間は毎日私と一緒に遊んでくれなきゃヤダ」となる。なかなか難解なアニエッラ語だが、フィオリーナには理解できるらしく、ニコニコと笑い「えぇ、お伺いしますわ」と嬉しそうに答えていた。

　アニエッラが去っていくと、エルネストとフィオリーナはようやく二人きりになる。

「改めて……ただいま、フィオ」

「こちらも改めまして、おかえりなさいませ、エルネスト様」

　久々の再会だというのに、フィオリーナは他人行儀な態度でエルネストを寄せ付けない。ご機嫌なエルネストとは対照的に不機嫌なフィオリーナに、エルネストはシュンっと眉を下げる。

「ねぇ、怒ってるの？」

「えぇ、怒ってますよ。せっかく腹をくくって愛妾になったというのに、結婚するから愛妾は解雇する、なんて……不誠実にもほどがあります」

　王宮にフィオリーナがやってきたのは、愛妾解消の手続きの為だ。アニエッラとお茶をする直前まで、愛妾辞退の宣誓書やら契約解除の同意書やらの書類に山ほどサインをしていたのだ。

「また私は無職ですか？　せめてギリギリまで愛妾として雇ってくださればいいものを……解雇で愛妾のお手当も出ないし、愛妾としての雇用年数も足りないから年金もなしとか……弟の学費はまだ貯まっていないんですよ!?　いい加減にしてください！」

　静かながらも怒り心頭の様子のフィオリーナに、エルネストはもぞもぞと弁解する。

「だって、結婚の直前ギリギリまで愛妾を囲っているのは体面が悪いってランベルト兄さんやアニエッラまでにも言われて……僕もあんまりいいことじゃないなって思ったし……それにランベルト兄さんの即位と共に僕も公爵となるから、結婚もなるべく早くしておきたいし」

「そう思うなら、初めから愛妾なんて囲わないでください！」

「でも、フィオと早く結ばれたかったんだもの。手続きも愛妾が一番手っ取り早いかな～って」

「……最低」

　軽蔑しきったフィオリーナの視線にエルネストは「ヒエッ」と小さく叫んで首を竦めた。

　兄ランベルトが王位に就くと、弟であるエルネストは王子から王弟となり公爵位を授かることとなっている。エルネストはランベルト新国王の王政を支える忠臣となることを表明するために、新しく公爵となると同時に結婚も発表し、「すでに結婚しているので、王弟へ娘を嫁がせることで外戚関係者となったご父兄の王位簒奪応援などは一切受け付けられません。ご容赦ください」と暗然とアピールする狙いもある。エルネストの公爵位拝受と結婚はワンセットとなってしまうのだ。

「ねぇ、フィオ～そんなに怒らないでよ、これも国の為、そして君の為なんだから、ね？」

　猫なで声で擦り寄りご機嫌を取ろうとするエルネストを、フィオリーナは冷たい眼差しで彼を追い払う。あれほど大騒ぎして騙し討ちにも近い形で愛妾になることを了承させられたのに、半年で呆気なく愛妾から外されるとは……。

　愛妾となったことを心配する両親や弟を何とか説得し、愛妾としての宮廷での振る舞いをやっと覚えたというのに、すべてが無駄になってしまった。怒りよりも脱力してしまう。

「私、今現在はエルネスト様の愛妾ではなくただの無職です。無職に気軽に手を出さないでください」

　エルネストの愛妾を解雇となり再び無職となったフィオリーナは、抱き寄せようとするエルネストの手をぴしゃりと打ち落とす。

「ねぇ～、そんなに怒らないでよ～、久しぶりに会えたんだし、キスぐらいさせておくれよ。僕本当に寂しくて寂しくて、毎晩君を思い出しながら枕にキスしてたくらいなんだから」

　めげないエルネストにフィオリーナが折れ、はぁ～っと大きなため息をついた。

「本当に、こんなに早く愛妾を解雇なんて困ります」

　まだ苦情を言うフィオリーナの背に腕を回し優しく抱きしめ、エルネストはまだ怒っている頬に軽くキスをする。

「いいじゃないか、愛妾は解雇になったけど、第二王子婚約者に就職したんだし」

　エルネストの軽い言葉にフィオリーナはイラつき渋い表情になった。

　またしてもエルネストは事後承諾に等しく、フィオリーナを愛妾から婚約者にしていたのだ。父王やランベルト第一王子には離宮使用申請の時点でフィオリーナとの婚姻を打診していたというから性質が悪い。

　愛妾となった経緯でさえ両親や弟に説明するのが大変だったのに……。あまりの玉の輿に、両親たちの驚き慌てふためく顔を想像すると頭が痛くなる。

「……困ったことに、第二王子の婚約者という立場は肩書だけで無給なうえに保証も何もありません。就職とは言い難い状況です」

「すぐに公爵夫人に転職できるから安心して」

　フィオリーナの左手を取り、婚約指輪の嵌った薬指に唇を寄せ悪戯に笑う。

「公爵夫人になったら、身元保証あり住み込み寮付き三食とオヤツ支給だよ！　その代わり、一年中ず～っと僕に愛される休暇なしの激務になっちゃうけど、そこはごめんね？」

　笑いながらかりりと薬指を噛むエルネストに、フィオリーナはムッとした顔で彼の頬にくちづけた。

「事後承諾ばかりの雇用主だし、待遇面には不安しかないけれど」

　本当に仕方ない人。――勝手に恋して、勝手に片想いして、勝手に愛妾なんて扱いまでしたのに、今度は勝手に人生のパートナーになるというのだから……。勝手すぎるエルネストに腹を立てても、結局は許してしまう自分も性質が悪い。フィオリーナは悪態をつきながらも憎めない男にもう一度キスをして、柔らかな下唇を軽く噛んだ。

　かわいらしい反撃をするフィオリーナに、エルネストはとろりと色っぽく微笑み、不満で尖ったままの彼女の唇を舐めた。

「フィオが毎晩もういいですってくらい愛を支給してあげる。今後一切解雇することはないし退職もさせないから。覚悟してね」

　フィオリーナを女神と信じる絶対的なしもべにしてもうすぐ伴侶になるエルネストは、執着を隠さないくちづけを捧げ、フィオリーナへの永遠の忠誠を誓った。
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著者紹介




群田　景（むらた・けい）


チョコレートと紅茶が好きです。趣味は鉱物を眺めることと、建材の中の化石を探すこと。虫入り琥珀なら余裕で半日観察できます。

代表作：『ひみつのメイドさん』『獲物は堕ち、獣は哂う』
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